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電制コムテックの高照度光照射装置「ルーチェグラス」（写真上）と新製品の非接触式油センサー「エスリオ」



お申込み

激変する自動車産業
‐ 今後の展開と対応 ‐

1964年4月 日産自動車㈱ 入社
1990年1月 スペイン日産モートルイベリカ社長
1993年12月 ㈱ツーカーセルラー東海常務取締役
1999年11月 日産自動車㈱顧問

専門分野：自動車産業全般
（CASE等産業動向、海外情勢、軽量化技術）
自動車関係、自動車部品を中心に中小企業支援実績多数

認定特定非営利活動法人
経営支援NPOクラブ 

関 口  清 氏
認定特定非営利活動法人
経営支援NPOクラブ 元副理事長

経済産業省 令和５年度
カーボンニュートラルに向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（地域支援拠点運営事業）

本事業は、経済産業省令和５年度「カーボンニュートラルに向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（地域支援拠点運営事業）」 の

一環として実施します。

主あ催 ： 北海道経済産業局 ・ (一社)北海道機械工業会
問合せ ： (一社)北海道機械工業会 事務局 担当：飯田、栗林、鈴木

(一社)北海道機械工業会は、北海道地域を支援拠点とする
「北海道次世代自動車相談センター」を設置し、自動車の電動化
により影響を受ける中堅・中小自動車部品サプライヤーへの支援
事業を行っています。支援事業の一環として「電動化市場参入促
進セミナー」を全４回のシリーズで開催いたします。

第２回目となる今回のセミナーでは 「激変する自動車産業」を
テーマに、経営支援NPOクラブ 関口様からお話を伺います。
自動車産業の今後の動向を解説いただき、EV化・軽量化等が部品
メーカ－に与える影響や、今後進むべき方向・取るべき戦略を考
察します。
今後のビジネスの方向性や技術開発の参考となる貴重な機会です。
是非ご参加ください！

FAX・E-mail・WEBフォームより
お申し込みください
◆ 申込締切  9月15日(金) ◆ 

２０２３年

木９月２１日
参加料無料

１５：００  ▶ ▶ １７：００

定 員

会 場
北農健保会館 3F  芭蕉
（札幌市中央区北４条西７丁目）

第２回
電動化市場参入促進セミナー

北海道次世代自動車相談センターでは、北海道内に立地する中小自動車部品サプライヤー様からの相談を承っております。
本セミナー終了後、当センターのコーディネーターによる 「個別相談会」 を実施します。カーボンニュートラルや電動化への対応に関して
悩みを抱えている企業様、お気軽にご相談ください。相談を希望される場合は、セミナー当日スタッフまでお声掛けください。
なお、相談は随時受け付けております。詳細はセンターHP（下記URL）にてご確認ください。

※オンラインでの受講の場合、後日参加URLをご案内します

会   場
オンライン

▶  ２０ 名
▶  ５０ 名 （Microsoft teams）

TEL : 011-222-9591 FAX : 011-251-4387

HP： http://h-kogyokai.or.jp/jidousya/home.html

酸洗前

酸洗後

中和処理装置（8m³/日）

株式会社 新興工業 
本　　社 〒063-0834　札幌市西区発寒14条3丁目1番1号 
 TEL.011-664-5001　FAX.011-665-5002
石狩工場 〒061-3244　石狩市新港南1丁目28-69 

（第一工場） TEL.0133-64-5001　FAX.0133-64-5002
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ヘルスケア製品も充実の電制コムテック（表紙から） 

 

 電制コムテック（江別市、田上寛社長）は「電力および産業用機器分野」「センサ

ー分野」のほか「ヘルスケア医療分野」を加えた３分野の製品開発を主な事業とし

て活動しています。 

 同社はダム管理装置の開発を道内で唯一行っているほか、世界初の抑揚付き電気

式人工喉頭（商品名：ユアトーン）を開発した会社でもあります。 

 今回は同社に訪問し、田上社長をはじめとして職員の皆様に同社開発製品などの

紹介を受けて来ました。 

（６頁掲載） 
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2023年度 定時総会が開催 

 

 2023年度定時総会が札幌市において開催されました。松本会長の開会挨拶後、(株)日成

興産（石狩市）佐藤社長を議長に選出し、審議等が行われ、いずれの議案も原案どおり承

認されました。 

 今回は役員の一部改選が行われ、トヨタ自動車北海道(株)（苫小牧市）の内藤取締役副

社長と当会前専務理事の齊藤が理事を退任。新たにトヨタ自動車北海道(株)諸貫秀雄取締

役、当会新専務理事の安田直樹が理事として選任されました。 

 総会終了後には北海道大学 理事・副学長の増田隆夫様による講演会、北海道経済産業

局岩永局長、鈴木北海道知事をお招きした懇親会が開催され、盛会裡に終了しました。ま

た、翌日には親睦ゴルフ交流会が行われました。 

 

■総 会 

 日 時 2023年５月30日(火) 14：30～16：30  

 場 所 ＡＮＡクラウンプラザ札幌「鳳の間」 

 議 題 〈報告事項〉 

      ・2022年度会員の入会及び退会の状況について 

      ・2023年度事業計画及び収支予算について 

     〈審議事項〉 

      ・第１号議案 2022年度事業報告（案）及び収支決算報告（案）について 

      ・第２号議案 役員の一部改選（案）について 

      ・第３号議案 役員報酬等（案）について 

     〈その他〉 

      ・事務局機構図及び事務分掌等について 

 

 

▲ 松本会長の開会挨拶                          ▲ 定時総会の様子 

 

 

■講演会 

同ホテル「白楊」 16：30～17：45 

 講 師 北海道大学 理事・副学長 増田 隆夫 氏 

演 題 北海道大学の産官学の連携について 



－3－ (一社)北海道機械工業会会報 2023・８月号 

 

 

▲ 増田副学長による講演                           ▲ 講演会の様子 

 

 

■懇親会 

同ホテル「鳳の間」 18：00～20：00 

 

▲ 懇親会開会の挨拶をする松本会長               ▲ 岩永北海道経済産業局長(来賓挨拶) 

 

▲ 鈴木北海道知事(来賓挨拶)                        ▲ 懇親会の模様 
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■親睦ゴルフ交流会 

日 時 2023年５月31日（水） 

場 所 札幌エルムカントリークラブ 

参加者 ４組１４名 

優勝者 上遠野 久夫 氏（産鋼スチール） 

 

 

▲ スタート前の記念撮影                  ▲ 優勝した産鋼スチール上遠野会長 

 

 

 

2023年度 第１回総務委員会、 
第１・２回正副会長会議、理事会が開催 

 

５月30日開催の2023年度定時総会に向けて、次のとおり総務委員会、正副会長会議及

び理事会が断続的に開催され、提出議題に対する審議等が行われました。 

 

○ 総務委員会 

 

日 時 2023年５月10日(水) 13：30～ 

場 所 センチュリーロイヤルホテル 

 

○ 正副会長会議 

 

(第１回) 

日 時 2022年５月16日(火) 12：00～13：30 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

 

(第２回) ※総会前 

日 時 2022年５月30日(火) 14：00～14：30 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 
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▲ 第 1 回正副会長会議の様子 

 

○ 理事会 

 

(第１回) 

日 時 2023年５月16日(火) 13：30～15：00 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

 

(第２回) ※総会終了後 

日 時 2023年５月30日(火) 15：50～16：00 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

 

 

▲ 第１回理事会の様子 
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ヘルスケア製品も充実の電制コムテック(株) 

 

 （表紙より） 

電制コムテック株式会社（江別市）は、「人に感動を与えること」を経営理念に掲げ、電

力および産業用機器分野、ヘルスケア分野、センサー分野の３分野の製品開発を主な事業

とし今年で創立４７周年を迎えます。技術の発達や社会構造の変化を見据え、2021年に社

名を(株)電制（旧社名）から新しく「電制コムテック(株)」に変更し、たくさんの皆様に

ご愛顧いただいております。同社は、制御系ソフトウエア、組込ソフトウエア、電気回路

設計など高度且つ幅広い技術を保有し、ダム管理装置の開発を道内で唯一行っているほか、

北海道のインフラを支える電力事業に関わる産業用製品の開発にもお客様との信頼関係

のもと真摯に取り組んでいます。近年は光学やAI、IoTを活用した開発にも着手し、ご要

望や期待を超えられるよう研究、開発を進めています。 

自社ブランド製品の一つ福祉機器の電気式人工喉頭「ユアトーン」は、1997年の発売か

ら累計販売台数２万台を超えるほど国内で高いシェアを誇っており、大学との共同研究で

開発された高照度光照射装置「ルーチェグラス」は、現代社会で乱れがちな生活のリズム

を整え、さわやかな朝を迎えるための製品として医療機関や一般の方向けにも販売してい

ます。 

また、センサー分野の産業用機器「エスリオ」は、絶縁油、タービン油に特化し、油漏

れを検出する非接触式のセンサーです。今年新しいエスリオの発売を予定しており、新し

いエスリオは光源を従来のレーザーからLEDに替え、蛍光波長を見直したことで、より高

感度な検出が可能となりました。また、モニタや感度設定の操作性も大幅に向上しました。 

さらに、本体の重量が従来の約半分の１kgと軽量で現場環境に合わせた設置ができ、監

視業務の工数削減に大きく貢献します。 

同社は、今後も社員ひとりひとりの技術と努力を集結し、社業がより多くの皆様の感動

に繋がるよう力を注いでまいります。 

 

電制コムテック株式会社 

江別市工栄町８番地の13 

TEL.011-380-2101 
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当会の受託事業から 
 

2023年度ものづくり産業分野人材確保支援事業 
（専門家派遣・成功事例創出）  

 

北海道から「ものづくり産業分野人材確保支援事業（専門家派遣・成功事例創出）」を受

託し、専門家派遣制度がスタートしました。本事業では①自動車関連産業などの新分野産業

への参入に意欲のある企業、②ＱＣＤ（品質･コスト･納期）の対応力や製品開発力の向上や、

競争力アップに意欲のある企業などを対象に、自動車関連企業や各技術分野で活躍する専

門家（技術力強化エキスパート）を直接派遣し、課題解決や競争力強化を支援します。 

 

（1）エキスパートの支援技術分野はつぎの通りです。 

１）生産管理：生産性向上、現場改善、システム導入、 

トヨタ生産方式、ムダの改善 

２）原価管理：原価計算、コスト削減、原価企画 

３）工程管理：生産計画、在庫管理、進捗管理、物流システム 

４）品質管理：品質改善、統計的手法、ISO9001 
５）新製品開発・デザイン：新製品開発、デザインマネージメ 

ント、市場分析 

６）金属加工・金属材料：鋳造、プレス、精密加工、特殊加工 

７）自動機械・設計技術・IoT：作業の機械化、工程の自動化、 

設計技術、CAD-CAM、ロボッ 

ト、DX 

８）食関連機械・安全管理：食品加工自動化、安全技術生産管理 

 

（2） エキスパート派遣指導の申込みから現場指導までの流れ 

 

①申込＆受付  
②技術力強化エキ

スパートの選定 
 ③派遣指導の実施  ＜企業成果＞ 

 
○課題の解決 
 
○競争力の強化 
 
○受注の拡大 
 
◯新製品開発 

･利用申込書に、

相談内容等必

要事項を記入

上、北海道機械

工業会に FAX,

メール 

 ･相談内容やスケジ

ュールにより派遣

エキスパートを決

定。技術力強化チ

ームを編成する 

 ･企業の状況や意

向について打合

せを行い、その上

で、具体的課題を

洗い出し、指導等

を実施 

 

 

今まで、専門家派遣指導によりいろいろな成果を上げてきました。 

お問い合わせは、当会連携推進室（担当：飯田、鈴木）までお願いいたします。 
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2023年度 航空機関連産業雇用創造･クラスター拡充事業  

 
本事業は、今後大きく需要拡大が見込まれる成長産業である航空機関連分野への参入を

促進するため、新規参入を目指す企業の従業員向けの技術講習会、国際的な認証取得や課

題解決等のための専門家派遣を実施します。 

また、道外の航空機関連産業企業のヒアリングを実施します。そこで得た情報を基礎資

料とし、航空機関連産業への参入を検討または参入済みの道内企業に対し、自社課題の明

確化や企業の実態に添った適切なアドバイスを行います。 

具体的には、次のようなメニューに沿って事業を進めていきます。 

 

［主な実施メニュー］ 
 

○技術講習会の開催 

航空機産業は、自動車産業等と比べて、国際認証の取得や厳しい品質管理を要求さ

れます。また、CFRPやチタン合金等の難削材の高度な精密加工技術が求められます。

道内ものづくり企業は、各社得意の加工技術を有しており、難削材加工も単品であれ

ば製造可能です。これら企業が航空機関連分野への参入を目指す場合、航空機特有の

量産も含めた加工技術についての情報を得ることにより、自社技術と組合せた技術対

応力の向上が図られます。 

本講座では、参入に関心のある企業等を対象に、航空機部品向けの高度な加工技術

や認証取得のための品質保証、航空機整備技術などに関する技術講習会（３回）を実

施します。 
 

○認証取得等の支援 

航空機関連産業参入にあたって、受注を行うためには「品質保証マネージメントJIS 
Q 9100」、「国際特殊工程認証Nadcap」などの認証取得が重要な条件となっています。 

認証は各工場の製造工程毎に取得する必要があり、広範囲の対応が必要であり、多

額の経費も必要となります。そこで、本事業では認証取得に関心のある企業と現在業

務に認証を必要としている企業を対象に、JIS Q 9100またはNadcapの認証取得支援

を行います。 
 

〇相談支援の実施 

航空機部品加工の製造工程としては、材料の購入、切断、加工、表面処理／塗装と

いった流れが一般的で、これ以外に熱処理、ショットピーニング、非破壊検査などの

特殊工程があります。また、製造工程のみでなく、プランニングや治具設計及び製造

なども必要になり、さらにITを活用した生産管理および品質管理の機能も必要になり

ます。道内企業の航空機関連産業参入にあたって、自社がどのような事業戦略で航空

機事業に参入していくかの検討を行うためには、本事業の相談支援で、業界特性や道

外企業の動向に関する情報提供や、道内企業が自社の適性・課題の把握するための助

言、課題改善に向けた技術的助言・指導を行います。 

 

以上の通り、航空機関連分野への参入促進のための人材育成や認証取得等の支援をする

と共に、生産性向上を図り、道内ものづくり産業全体の競争力の底上げにつなげます。会

員の皆様の積極的なご参加をよろしくお願いいたします。 
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2023年度 カーボンニュートラルに向けた自動車部品 
サプライヤー事業転換支援事業（地域支援拠点運営事業）  

 

カーボンニュートラルやCASEの潮流など、自動車業界は100年に一度の大変革期を迎え

ています。特に電動化については、2035年に新車販売で電動車100%の目標が定められ、今

後カーメーカーの取組みも加速することが見込まれます。 

当会は、経済産業省の「カーボンニュートラルに向けた自動車部品サプライヤー事業転

換支援事業（全国支援拠点運営事業）」を受託し、北海道地域を支援拠点とする「北海道次

世代自動車相談センター」の設置・運営を行うこととしました。 

当相談センターでは、電動車部品製造への挑戦や、電動化による車両の変化に伴う技術

適応を進める上で、サプライヤーが抱える様々な課題を解決し、「攻めの業態転換・事業再

構築」をサポートいたします。 

 

 ＜相談例＞ 「電動化の影響はあるかもしれないが、何をしたら良いのか分からない」 

 「駆動部品を製造する自社の技術が、EVにどう転用できるか？」 

 「電動車のしくみを知りたい」 

 

次世代自動車分野への参入や業態転換についての疑問など、まずはご相談ください！ 

 

【北海道次世代自動車相談センターの実施内容】 
＊相談・支援に係る経費は無料です！ 

 

① 窓口相談対応 

現在の経営状況、技術的な強み・弱み、業態転換に向けた検討状況・抱えている

課題など、経験豊富な相談員が課題を分析し、対応いたします。 

 

② 専門家派遣 

相談内容や抱えている課題の状況に応じて、課題の解決のために適切な専門家の

派遣を手配するとともに、派遣後のフォローアップを行います。 

 

③ 実地研修やセミナーの開催 

自動車産業を取り巻く環境変化やその対応策、電気自動車(EV)の最新の技術開発

動向等に関する、実地研修やセミナーを開催します。 

 

対  象：北海道内に事業所を有し、電動車市場への参入を検討している企業 

※現在、自動車部品製造に携わっているかどうかは問いません。 

 

お問い合わせは、北海道次世代自動車相談センター（担当：飯田、栗林）まで 

お願いいたします。 
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2023年度ものづくり産業分野人材確保支援事業 
（UIターンイベント出展・ものづくり現場見学等）  

 

本道のものづくり産業は、若者のものづくり離れや生産年齢人口の減少等を背景として、

若手人材確保が難しくなってきています。このため、当会では、道内ものづくり産業を目

指す若手人材を広く発掘し、その入職を促進していくため、モノをつくる過程の面白さや

完成したときの達成感が実感できるよう道外ＵＩターン相談会などのイベントへの出展、

また、学生や一般求職者を対象とした道内ものづくり産業の企業見学会を開催し、ものづ

くり産業が就職先の選択肢になるよう実施します。主な実施メニューは次のとおりです。 

 

［主な実施メニュー］ 

○求人情報の作成 

・ＵＩターン等の希望者に会員企業などから提供のあった求人情報を元に「求人情

報誌」を作成し、道外ＵＩターンイベントなどで配付。 

 

○ＵＩターン等のイベント出展 

・道内ものづくり企業への就職を図るため、東京都、大阪市などで開催されるＵＩ

ターンイベントに出展。【２回程度】 

 

○工場見学会・ものづくり産業展示会への引率 

・新規学卒者等を中心に進路に大きな影響力を有する進路指導教師等のほか、一般

求職者を対象に、ものづくりの現場見学を実施し、道内ものづくり産業の「現状」

を正しく理解してもらう機会を提供します。 

【工場見学（学生） ２回、（一般求職者） ２回、イベント引率学校数 ３校程度】 

 

 

 

  



－11－ (一社)北海道機械工業会会報 2023・８月号 

部会だより 
 

検 査 部 会 

 

「第１回技術講習会」開催 

 

開催日 2023年４月25日～28日 

場 所 北海道溶接技術センター 

 

科 目 実施日 受講者 

磁 気(MT) ４月25日～26日 ９名 

浸 透(PT） ４月27日～28日 ８名 

超音波(UT） ４月25日～28日 １５名 

 

 

「第１回事前トレーニング」開催 

 

開催日 2023年６月13日～22日 

場 所 北海道溶接技術センター 

 

科 目 実施日 受講者 

磁 気(MT) ６月13日～14日 ４名 

浸 透(PT) ６月15日～16日 １２名 

超音波(UT) ６月20日～22日 １０名 

 

 

通 常 総 会 

 

開 催 日 2023年５月12日（金）17：00～18：00 

場  所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

23階「桂の間」 

出  席 出席８社＋委任状１１社＝１９社 

（会員総数１９社） 

 

審議事項 

・第１号議案「2022年度 事業報告および決算・ 

監査報告」 

・第２号議案「2023年度 事業計画(案)および予 

算(案)」 

・第３号議案「技術委員長の選任について」 

 

報告事項 ・会員動向（部会員の入退会等） 

・技術講習会の受講料値上げについて 

 等 

 

「懇親会」 18：00～19：30 

22階「柏の間」 出席者１２名 

 

 

▲ 通常総会 

 

▲ 懇親会 

 

〇(一社)日本非破壊検査協会より「感謝状」を受領 
 

一般社団法人 日本非破壊検査協会の「創立７

０周年記念式典」が、６月６日（火）東京で開

催されました。 

その中で、同協会の運営に貢献した企業・団

体へ感謝状が送られることとなり、北海道から

は当会（検査部会）が選ばれました。 

当日は兼平部会長が出席し、井原会長から直
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接「感謝状」の贈呈が行われ感謝の意が表され

ました。 

当会では今後も同協会との連携を深め、非破

壊試験対策講習などを通して業界の人材育成に

貢献していきます。 

 

 

 

 

 

鉄 骨 部 会 

 

第１回役員会 

 

日  時 2023年４月26日（水）12：00～15：50 

場  所 センチュリーロイヤルホテル 

３階 「ルミナス」 

出 席 者 佐藤部会長 他１０名、事務局２名 

 

 

協議事項 

①2023年度総会議案の件 

・2023年度部会費については、現行の約50％

減額から25％減額とし、来年度以降は円滑

な部会運営のため、正規額へ戻していくこ

とで了承されました。 

・設立４５周年記念事業として、１年遅れと

はなりますが、コロナも緩和されてきたた

めタイ視察会を計画することで了承されま

した。 

②東北支部との交流会について 

・コロナ禍により2020年度から延期となって

いた東北積算業務委員会・H部会との交流会

を、９月７日（木）に札幌で実施すること

で決定しました。 

③全構協「次世代経営研修」開催日程検討の件 

・2023年11月9日（木）～10日（金）開催で全

構協へ申し入れることで決定しました。 

④タイ視察会について 

・前回役員会で決定した日程（2024年3月2週

目出発）で手配可能との提案があったのは

日本旅行北海道のみであったため、旅行代

理店は日本旅行北海道で決定しました。 

 

報告事項 

①全構協創立５０周年記念事業 感謝状贈呈候

補者推薦について 

・長年、全構協理事と部会三役を務められた、

北榮興業(株)髙田泰久会長を推薦すること

で決定しました。 

②総会・懇親会出席者について 

③その他（全構協 製品試験委員について） 

・ＪＳＣＡ北海道支部へ委員適任者の推薦依

頼を行ったことが報告されました。 

④全構協 2022年度第１０回理事会（３月14日

開催）について 

・佐藤部会長より、配付資料に沿って、全構

協理事会報告がされました。 

⑤各支部状況報告 

・各支部長より、各支部の概況について報告

されました。 

⑥青年部会活動報告 

・全青会 髙田会長より、青年部会の活動報

告がされました。 
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▲ 役員会風景 

 

第２回役員会 
 

日 時 2023年５月19日（金）16：00～16：30 

場 所 センチュリーロイヤルホテル 

3階 「ルミナス」 

出席者 佐藤部会長 他１１名、事務局２名 

 

協議/報告事項 

①2023年度総会の進め方等について 

・17：00から開催する総会の進行等について、

シナリオを基に確認・共有を行いました。 

②全構協創立５０周年記念 協賛広告掲載につ

いて 

・事務局から、鉄鋼新聞社、産業新聞社より、

７月12日に全構協の創立５０周年記念特集

号を発行するにあたり、協賛広告掲載依頼

があったことを報告し、掲載することで承

認されました。 

③全構協 創立５０周年記念式典及び祝賀会

（７/12 品川プリンスホテル）開催について 

・正会員（鉄骨部会）からの出席者は、①佐藤

部会長、②安田幹事、③北榮興業㈱髙田会長

（感謝状贈呈者）の３名で決定しました。 

 

▲ 役員会風景 

総  会 
 

日 時 2023年５月19日（金） 

17：00～17：45（総 会）、 

18：00～19：30（懇親会） 

場 所 センチュリーロイヤルホテル 

20階「グレイス」（総会）、 

「ノーブル」（懇親会） 

出席者 総 会 ３７名、懇親会 ４３名 

 

【総 会】 

〇議事内容 （質疑応答はなく、全て承認され

ました。） 

１．開会挨拶 佐藤部会長 

２．来賓挨拶 (一社)全国鐵構工業協会 

永井会長 

３．報告事項  

(1)2022年度入会・退会、会員状況について 

(2)認定・未認定工場について（2023.４.１現在） 

４．審議事項 

・第１号議案 2022年度事業報告（案） 

・第２号議案 2022度決算報告（案） 

・第３号議案 2023年度事業計画（案） 

・第４号議案 2023年度収支予算（案） 

 

【懇親会】 

１．開   会 森永事務局長 

２．主催者挨拶 佐藤部会長 

３．来 賓 挨 拶 日本製鉄(株) 

柳岡北海道支店長 

ＪＦＥスチール(株) 

奥邨北海道支社長 

４．乾   杯 (株)神戸製鋼所 

菊池北海道支店長 

５．中 締 め 北海道鋼友会 藤光副会長 

 

▲ 主催者挨拶（佐藤部会長） 
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▲ 来賓挨拶（全構協 永井会長） 

 

▲ 総会風景 

 

▲ 懇親会風景 

 

 

「建築鉄骨製品検査技術者・学科講習会」 

開催 
 

６月24日（土）に、2023年度「建築鉄骨製品

検査技術者学科試験」が実施されることに伴い、

受験対策のための講習会を開催しました。 

新型コロナが5類感染症へ移行したことに伴

い、今年度より受付時の検温は実施しませんで

したが、受講される方の安全・安心のため、引

き続き３名掛けの机に１人掛けとし、人と人と

の距離を十分に取り実施しました。 

開 催 日 2023年６月５日（月）10：00～18：00 

６月６日（火）9：15～17：00 ２日間 

開催場所 北農健保会館 3階 大会議室 

（札幌市中央区北4条西7丁目1-4） 

参加者数 ２７名 

講  師 ①宮城 正弘 氏(株式会社日建設計) 

     ②難波 孝司 氏(株式会社竹原鉄工所) 

     ③辻本  薫 氏(北榮興業株式会社) 

 

 

▲ 講習会風景 

 

 

 

自動車関連部会 

 

通 常 総 会 

 

開 催 日 2023年４月27日（木）17：00～18：00 

場  所 センチュリーロイヤルホテル 

20階「ノーブル」 

出  席 出席２８社＋委任状２７社 

＝５５社（会員総数５５社） 

 

審議事項 

・第１号議案「2022年度 事業報告および収支決

算・監査報告」 

・第２号議案「2023年度 事業計画(案)」 

・第３号議案「2023年度 収支予算(案)」 

・第４号議案「役員選任について」 

 

報告事項 

・会員動向（部会員の入退会等） 
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「交流懇親会」18：00～19：30 3階「ルミナス」 

出席者３３名 

 

今回の総会で内藤一徳部会長（トヨタ自動車北

海道株式会社 副社長）が退任し、後任として諸貫

秀雄氏（同社 取締役）が新部会長として選任され

ました。 

※諸貫氏は本年６月に同社常務取締役に就任され

ています。 

内藤氏には、2018年の部会長就任から多大なご

貢献をいただきましたので、感謝の意を表して

部会より記念品を贈呈いたしました。 

 
▲ 総会の様子 

 
▲ 内藤議長（部会長） 

 
▲ 諸貫新部会長 挨拶 

 

▲ 内藤氏へ記念品贈呈 

 

 

 

サッシ部会 

 

通 常 総 会 

 

サッシ部会では本年度の通常総会を３年振りに

対面形式で開催いたしました。 

 

開催日 2023年５月19日（金）18：00～18：30 

場 所 札幌東急ＲＥＩホテル 2階「アイビー」 

出 席 出席７社、委任状３社(会員総数１０社) 

次 第 

挨  拶 島貫部会長（株式会社リベラル） 

報告事項 2022年度入会・退会状況について 

入会１社（有限会社協和スチール）、 

退会なし 

（５月19日現在 会員数１０社） 

議案審議 

第１号議案 2022年度事業報告および収支決

算報告について 

・原案どおり承認されました。 

第２号議案 2023年度事業計画(案)および収

支予算(案)について 

・原案どおり承認されました。 

第３号議案 役員の改選について 

・前会計監事、渡部 俊治 氏（昭和サッシ工

業）死去による当該役職改選については、

(株)日新鋼機製作所 代表取締役 三上 

学 氏が就任することとなりました。 
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懇親会 18：40～20：30 同会場にて 

渡部副部会長の乾杯で開宴。締めは

新たに会計監事に就任した(株)日新鋼

機製作所三上社長のご挨拶で盛会のう

ちに閉宴しました。 

 

 

▲ 総会 島貫部会長挨拶 

 

▲ 三上社長からの締めの挨 

 

 

 

表面処理部会 

 
第１回役員会 

 

開催日 2023年４月11日（火）12：00～13：00 

場 所 札幌ホテルヤマチ 

出 席 嶋村部会長ほか５名 

議 題 総会議案について 

・第１号議案「2022年度 事業報告および決算報告」 

・第２号議案「2023年度 事業計画(案)および予算

(案)および今年度の部会費について」 

・第３号議案「今年度の総会日程について」 

 

 

 

通 常 総 会 

 

開 催 日 2023年５月19日（金）18：00～18：30 

場  所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

22階「柏の間」 

出  席 出席７社＋委任状３社＝１０社 

（会員総数１０社） 

 

審議事項 

・第１号議案「2022年度 事業報告および決算報告」 

・第２号議案「2023年度 事業計画(案)および予算

(案)および今年度の部会費につい

て」 

 

報告事項 ・会員動向（部会員の入退会等） 

 

「懇親会」 18：30～20：30 25階「藻岩の間」 

 

 

▲ 総会の様子 
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▲ 懇親会の様子 

 

 

 

機械製缶部会 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年４月24日（月）17：00～17：30 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

3階「孔雀」 

出席者 出席２１社２１名、委任状一任２６社、

事務局１名 

次 第 

（1）挨 拶 鈴木部会長（寿産業株式会社） 

（2）報 告 2022年度入会・退会状況について 

入退会ともに無し 

（４月24日現在 会員数４７社） 

（3）議案審議 

第１号議案 2022年度事業報告および収支決

算報告について 

・原案どおり承認されました。 

第２号議案 2023年度事業計画(案)および収

支予算(案)について 

・原案どおり承認されました。 

 

・鈴木部会長は冒頭挨拶で、今回は昨年引き継

いだ新体制の役員で初めての総会となる。諸

先輩方の残してくれた業績を踏まえて、前に

進まなければならない。そのためにもここ3年

間、コロナ禍で思うような活動が出来ていな

かったが、ものづくり産業として経済を回し

ていかなければならない。各種鋼材の高騰、

電気料金改定等の課題はあるものの、道内に

は千歳市に開業予定のラピダスの明るい話題

も出てきている、との言葉がありました。 

 

懇親会 17：40～20：00 地下1階「あさひ」 

阿部副部会長の乾杯挨拶で開宴。和やかな懇

親会となり、最後は宮澤副部会長が上遠野前副

部会長から引き継いだ「元気、元気、元気」の

掛け声と一本締めで盛会のうちに閉宴しました。 

 

▲ 鈴木部会長からの挨拶 

 

▲ 松宮会計監事からの監査報告 

 

▲ 阿部副部会長からの懇親会乾杯のご発声 
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▲ 宮澤副部会長からの締めの挨拶 

 

 

ゴ ル フ 会 

 

 この度、機械製缶部会では札幌支部と合同でゴ

ルフ会を開催いたしました。 

 

日 時 2023年７月４日（火）８：40スタート 

場 所 札幌エルムカントリークラブ西コース

（恵庭市島松沢） 

参加者 ５組１７名 

優 勝 大上 勝 氏〔ワコオ工業(株)〕 

 

晴天に恵まれ、絶好のゴルフ日和となりまし

た。プレーの後は表彰式で、食事をとりながら、

お互いの健闘を称え合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電機電子部会 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年４月26日（水）18：00～18：30 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

3階「孔雀」 

出席者 出席８社１０名、委任状一任８社、 

事務局２名  

次 第 

（1）挨 拶 前田部会長 

（株式会社前田電機製作所） 

（2）報 告 2022年度入会・退会状況について 

入会なし、退会なし 

（４月28日現在 会員数１６社） 

（3）議案審議 

第１号議案 2022年度事業報告および収支決

算報告について 

・原案どおり承認されました。 

第２号議案 2023年度事業計画(案)および収

支予算(案)について 

・原案どおり承認されました。 

 

・前田部会長は冒頭挨拶で、業界には部品不足、

材料費高騰などの課題も多いが、何事も継続

が力であり、一つずつ積み重ねていくことを

大事にしていきたい。今年は各種事業を積極

的に行っていきたい。個人的には長らく電機

電子部会部会長を務めてきた（2014年部会長

就任）が、そろそろ次の方へのバトンタッチ

を考えていきたい、との言葉がありました。 

 

・総会の終わりには齊藤専務から次世代自動車

相談センター開設、エキスパート派遣制度、

次世代半導産業に関するセミナー案内を行い

ました。 

 

懇親会 18：40～20：30 23階「桂」にて 

田上副部会長の乾杯で開宴。締めは向

井幹事のご挨拶で盛会のうちに閉宴いた

しました。 
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▲ 前田部会長挨拶 

 

▲ 齊藤専務から各種セミナーの案内 

 

▲ 田上副部会長からの乾杯挨拶 

 

▲ 向井幹事からの締めの挨拶 

 

北海道経済産業局との情報交換会の開催 

 

日 時 2023年６月28日（水） 

情報交換会16：00～17：30 

懇 親 会17：40～19：30 

場 所 センチュリーロイヤルホテル 

3階「エレガンス」 

出席者 北海道経済産業局２名、出席８社１０名、 

事務局１名 

内 容 

前田部会長から挨拶の後、北海道経済産業局

地域経済部 製造・情報産業課 佐々木課長から

「ものづくり・デジタル産業振興施策」につい

て、桧森係長から各種補助金・税制の説明があ

ったほか、自動車電動化対応支援については当

会内に設置された「北海道自動車部品サプライ

ヤー支援拠点」も詳しく紹介いただきました。 

質疑応答コーナーでは参加者からは各種制度

についての質問・要望が活発にあげられていま

した。 

 

（１）主な説明事項  

① 半導体関連産業支援について 

② 地域のデジタル化・DX支援について 

③ 自動車の電動化対応支援について 

④ 使える補助金メニュー 

 

（２）質問・要望事項 

参加企業から、コロナ禍で停滞していた

航空機関連事業が少しずつ動き始めている。 

今後においては、人材の確保に向けて、

万全の対策を講じていきたい。地方都市に

おいては札幌圏よりも人材確保が難しい。 

地元工業高校生は多数が都市部に出てし

まう。ラピダス開業は、北海道に恩恵を与

えると同時に近隣地区にとっては人材の取

り合いになり負の面も出てくるのでは。な

どの意見が寄せられました。 

 

（３）情報交換会終了後、懇親会も開催しました。 
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▲ 電機電子部会 前田部会長挨拶 

 

▲ 北海道経済産業局、佐々木課長、桧森係長 

 

▲ 参加全社から各種意見、質問ありました 

 

▲ 懇親会風景 

 

 

 

 

支部だより 

 

 

札 幌 支 部 

 

役 員 会 

 

開催日 2023年５月16日（火）15：00～16：00 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル 

23階「桂」 

出 席 藤枝支部長ほか９名、事務局１名 

議 題 総会議案について 

●第１号議案「2022年度事業報告および収支決

算報告」 

●第２号議案「2023年度 事業計画(案)および収

支予算(案)」 

通 常 総 会 

 

開催日 2023年５月30日（火）13：00～13：30 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

3階「祥雲」 

出 席 出席４０社＋委任状８４社＝１２４社 

（会員総数１３２社） 

◎審議事項 

●報告事項 会員の入退会 

入会２社、退会２社 

（会員１３２社） 
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●第１号議案「2022年度事業報告および収支決

算報告」 

主な事業 

・道内企業視察会 2022年10月20日（木） 

場 所 石狩工業団地内企業２社 

シンセメック(株)、 

(株)中央ネームプレート製作所 

参加者 １５社１９名 

・道外企業視察会 2023年２月20日（月） 

～22日（水） 

場 所：滋賀・京都企業３社 

(株)堀場製作所 びわ湖工場 

（滋賀県大津市）、 

(株)クロスエフェクト 

（京都府京都市）、 

ＨＩＬＬＴＯＰ(株) 

（京都府宇治市） 

参加者 １２社１２名 

・ゴルフ交流会 

（機械製缶部会との合同開催） 

・新年交流会 

・技術講習会 室蘭工大コラボによる 

ものづくり高度技術セミナー 

「ものづくり現場への人手不足 

解消のためのロボット活用」 

●第２号議案「2023年度事業計画(案)および 

予算(案)」 

主な計画事業 

・道内外視察会（機械製缶部会合同）、ゴルフ

交流会（同）、新年交流会、技術講習会の開

催等、2025年度の「創立50周年」への準備 

 

 
▲ 総会の様子 

 

小 樽 支 部 

 

定 期 総 会 

 

日 時 2023年６月29日（木）18：00～ 

場 所 ニュー三幸 小樽本店3階 

出席者 １７名 

次 第 

支部長挨拶 井上 晃 

来賓挨拶 (一社)北海道機械工業会 

専務理事 安田 直樹 様 

議案審議 

第１号議案 2022年度事業報告及び収支決算

について 

事務局から内容について説明があり、監

査報告。 

全員異議なく承認されました。 

第２号議案 2023年度事業計画(案)及び収支

予算(案) 

上記について2025年に迎える支部設立 

５０周年の記念事業に関する中期計画を含 

めた説明が事務局からあり、全員異議なく 

承認されました。 

懇親会 

定期総会終了後、同会場にて上石小樽副市長

の来賓挨拶にて開催。 

北海道職業能力開発大学校の近久校長の中締

めで和やかなうちに日程を終了しました。 

 

 
▲ 支部長挨拶 
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▲ 安田専務理事 ご挨拶 

 

 

 

函 館 支 部 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年５月13日（土）18：00～ 

会 場 富茂登 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 入退会なし（会員１４社） 

●第１号議案 令和４年度事業報告、収支決算

報告について 

主な事業 

・役員会 

・通常総会 

・技術講習会（テーマ：ものづくりにおける

生産性向上の進め方 講師：堀口 敬 氏） 

・新年会ほか 

●第２号議案 令和５年度事業計画(案)、収支

予算(案)について 

主な計画事業 

・研修会・セミナー・講演会等の開催、参加 

・情報交換会 

●第３号議案 令和５年度支部会費の徴収につ

いて 

●第４号議案 その他事項 

 

 

 

 

室 蘭 支 部 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年５月10日（水）17：30～ 

会 場 アパホテル室蘭 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 入退会なし（会員32社） 

●第１号議案 2022年度事業報告、収支決算報

告について 

主な事業 

・役員会、総会 

・企業見学会（室蘭市内企業２社） 

・技術講習会（テーマ：脱炭素に貢献する水

素エネルギーへの期待、講師：日本製鋼所

Ｍ＆Ｅ株式会社 小野 信市 様） 

・道立室蘭高等技術専門学院修了式 

●第２号議案 監査報告 

●第３号議案 2023年度活動計画、予算(案)に

ついて 

主な計画事業 

・技術講習会、工場視察見学会（道内外企業）

講習/講演会、ＱＣサークル室蘭大会後援 

 

 

 

苫 小 牧 支 部 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年4月19日（水）16:00～ 

会 場 グランドホテルニュー王子 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 入会１社（会員３４社） 

北海道パーカライジング(株) 札幌支部か 

ら移籍 

●第１号議案 2022年度事業報告について 

主な事業 

・定期総会 

・移動工業試験場「講演会」 
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① 切削加工における機上計測・モニタリン 

グとデジタルツイン 

② ３Ｄデータ活用の最新技術～リバース

エンジニアリングとXR～ほか 

●第２号議案 2022年度収支決算報告について 

●第３号議案 監査報告について 

●第４号議案 2023年度事業計画(案)について 

主な計画事業 

・研修視察会（製造部会と合同） 

・技術講習会 

・講演会、各種交流会の開催等 

●第５号議案 2023年度収支予算(案)について 

●第６号議案 役員変更について 

幹事 桜川 清文 氏から 

松井 知幸 氏へ移譲（三五北海道） 

監事 山崎 高宏 氏から 

伊藤 祐二 氏へ移譲 

（エア・ウォーター北海道） 

 

 

 

空 知 支 部 

 

通 常 総 会 
 

日 時 2023年５月12日（金）18：30～ 

会 場 ホテルサンプラザ 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 入会退会なし（会員２１社） 

●第１号議案 令和４年度事業報告について 

主な事業 

役員会 

通常総会 

講演会（オンライン開催） 

新年交流会 

●第２号議案 令和４年度収支決算報告について 

●第３号議案 監査報告について 

●第４号議案 令和５年度事業計画について 

主な計画事業 

道内外企業視察会 

技術講習会 

各種交流会の実施等 

●第５号議案 令和５年度収支予算(案)について 

旭 川 支 部 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年５月17日（水）18：00～ 

会 場 花月会館 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 入会退会なし（会員３０社） 

●第１号議案 令和４年度事業報告、決算報告

について 

主な事業 

通常総会 

旭川鉄工親睦ゴルフコンペ 

新年講演会 

テーマ 

①企業に求められる営業秘密管理の重

要性と企業がとるべき具体的な対策 

講師：(独)工業所有権情報・研修館 

小原 荘平 氏 

②経済安全保障 外国への技術流出の

リスク 

講師：北海道警察旭川方面本部警備課 

課長補佐 東出 光文 氏 

企業視察会（室蘭市内企業３社） 

●第２号議案 監査報告 

●第３号議案 令和５年度事業計画、予算（案）

について 

主な計画事業 

技術講習会 

工場視察見学会 
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北 見 支 部 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年６月２日（金）11：00～ 

会 場 北見市工業技術センター 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 準会員→正会員 

訓子府機械工業(株)北見工場 

（正会員１１社、準会員２社、賛助会員８社） 

●第１号議案 令和４年度事業報告並びに収支

決算承認の件 

主な事業 

溶接技能者のための技術力向上研修会 

（基礎・専門コース） 

講師：北海道溶接協会北見支部技術委員 

および事務局員 

有接点シーケンス制御研修会 

講師：ポリテクセンター旭川 

視察会（本部正副会長会議と併催） 

視察先：桑原電工グループ ＫＩＴＦＲＯＮＴ 

北見ハッカ通商 ＫＩＴＡＭＩＮＴ ＨＡＬＬ 

●第２号議案 令和５年度事業計画並びに収支

予算案容認の件 

主な計画事業 

視察研修会 

講習会（電気制御、マイコン制御ほか） 

 

 

 

帯 広 支 部 

 

通 常 総 会 

 

日 時 2023年４月24日（月）18：00～ 

会 場 ホテルグランテラス帯広 

 

◎議案審議 

●会員の入退会 入会０、退会１社 

(有)工藤農機 

（会員20社、特別会員6社） 

●報告第１号 令和４年度事業報告について 

主な事業 

クレーン運転特別教育講習会 

自由研削砥石取替え特別教育講習会教育講習会 

粉じん作業特別教育講習会 

フルハーネス型墜落制止用器具使用作業 

特別教育講習会ほか 

合同研修会 

テーマ：北海道、その先は宇宙産業で切

り拓く 

講 師：ＳＰＡＣＥ ＣＯＴＡＮ(株) 

小田切 義憲 氏 

●報告第２号 令和４年度会計決算報告について 

監査報告について 

●議案第１号 令和５年度事業計画(案)について 

主な計画事業 

５Ｓセミナー 

特別教育講習会への参加 

交流会の開催 

帯広発明協会実施事業への参加等 

●議案第２号 令和５年度会計予算(案)について 

 

 

 

釧 路 支 部 

 

日 時 2023年５月19日（金）17：30～ 

会 場 釧路プリンスホテル 

 

◎議案審議 

●報告第１号 令和４年度事業報告 

主な事業 

支部総会 

講演会【経済安全保障に関する件】 

講師：釧路方面本部生活安全課 

指導官 藤村 裕之 氏 

釧路方面本部警備課 

課長補佐 野村 知宏 氏 

第14回釧路地場製品工業展示会（メイドイン

くしろ） 

●報告第２号 令和４年度収支決算報告 

●報告第３号 監査報告 

●議案第１号 令和５年度事業計画（案） 
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主な計画事業 

先進地技術視察 

ＩｏＴ、ＤＸ等を含めた先進技術講習会等 

予定 

釧路工業技術センターの利用促進 

●議案第２号 令和５年度収支予算（案） 

●議案第３号 その他 

 

 

 

 

異業種交流ニュース 
 

 

ＴＣプラザ’２１(ひぐまの会) 

 

通 常 総 会 

 

開催日 2023年５月30日（火）11：00～12：00 

場 所 ＡＮＡクラウンプラザホテル札幌 

3階「孔雀」 

出 席 出席７社（会員総数８社） 

審議事項 

・第１号議案「2022年度事業報告および決算・監

査報告」 

・第２号議案「2023年度事業計画(案)および予算 

(案)」 

報告事項 ・会員動向（会員の入退会等） 

 

 

 

 

視察旅行会 

 

開催日 2023年６月26日（月）～28日（水） 

行 程 胆振・十勝を巡る旅（千歳→登別温泉→ 

十勝川温泉→エスコンフィールド） 

参加者 １３名（含む事務局） 
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会 員 加 入 状 況 
 

２０２３年７月１日現在の会員加入状況 

会 員 加 入 状 況 

従 業 員 規 模 別 会 員 支 部 会 員 数  

正 
 

会 
 

員 

１～９人 ４５ 札   幌 １３１ 

１０～１９人 ８０ 小   樽 １９ 

２０～２９人 ５７ 函   館 １４ 

３０～４９人 ５４ 室   蘭 ３２ 

５０～９９人 ５２ 苫 小 牧 ３０ 

１００～１９９人 ２０ 空   知 ２１ 

２００～２９９人 ６ 旭   川 ３０ 

３００～４９９人 ３ 北   見 １１ 

５００～９９９人 ３ 帯   広 ２０ 

１０００人 以 上 ５ 釧   路 １７ 

会 員 合 計 ３２５   

賛 助 会 員  ３１   

合 計 ３５６ 合   計 ３２５ 

 

 

  



－27－ (一社)北海道機械工業会会報 2023・８月号 

非焼成硬化技術による徐放性肥料の開発 
 
北海道立総合研究機構 工業試験場 執行達弘、森 武士、野村隆文 

技術情報コーナー 
 

道総研 工業試験場 試験研究コーナー 
 
 
 
 
 
 
1.はじめに 

 

徐放性肥料とは圃場で徐々に有効成分を放出

する肥料であり，種々の化学的・物理的方法で製

造されている1)。たとえば，物理的方法のひとつ

である被覆法で製造された肥料では，水溶性の

有効成分が安定な樹脂で被覆されており，被覆

膜が有効成分を外部環境から隔離し放出を制御

している2)。これらは長期間にわたって農作物の

成長を助ける。さらに，施肥量の削減による省資

源・環境負荷の軽減や，施用回数の低下による省

力化なども期待できることから，研究開発や製

品化が広範に行われている1-3)。 
カルシウムは窒素・リン酸・カリウムに次い

で農作物に必要な成分である4)。一般に，土壌酸

性を中和する目的で炭酸カルシウムが散布，供

給される。一方，北海道の主要農作物であるジ

ャガイモの栽培において，土壌pHがアルカリに

傾くと「そうか病」が発生しやすくなるという

問題がある5)。したがって，カルシウムを供給す

るがpHがアルカリに傾きすぎない，すなわち

徐々にカルシウムを供給する肥料が切望され

ている。 
一方，我々は二水石膏（硫酸カルシウム二水

和物）とシリカゾルを混合，成形するだけでタ

イル形状硬化体を作製できる「非焼成硬化技術」

の開発に取り組んでいる。これまで，焼成工程

を経ずに焼成タイルに相当する強度を発現さ

せることに成功し6)，本技術を硬化材として応

用した調湿タイルが製品化されている6,7)。その

後，得られる硬化体は水中で徐々に溶解する特

徴が判明し用途拡大における課題であること

も報告した8)。 
ここで，居室や寝室とは異なり，浴室など水

回りで使用するタイルにとって水中で徐々に

溶解する特徴は解決するべき課題である。しか

し，先に述べた徐放性肥料にとっては求められ

る性能であり，本技術を展開できることに着想

した。そこで本研究では，徐放性カルシウム肥

料の開発を目的とし，非焼成硬化技術にもとづ

く材料設計のための基礎研究を行った。本技術

の硬化材である二水石膏とシリカゾルにより

ペレット形状硬化体を作製，評価した後，水中

での溶解挙動を調べた。さらに，硬化・溶解機

構の解明により，今後の研究や材料設計の方針

を提案した。 
 
2.実験方法 
 
2.1ペレット形状硬化体の作製と評価 

原料として二水石膏粉末（GB；北清企業株式

会社製）及びシリカゾル（SS；アデライト AT-
30，株式会社ADEKA製）を用いた。ここで，

GBとは新築工事時に発生する石膏ボードの端

材廃棄物を破砕，分離して得られるリサイクル

製品である。成形ではGBに外割で10mass%の

SSを混合した後，押出造粒機（ディスクペレッ

ターF-5型，株式会社ダルトン製）を用い，直径

3mm，長さ約6mmのペレットを成形した。その

後，成形体を室温で72h乾燥し硬化体を得た。 
また，原料及び硬化体について，蛍光X線分析

（XRF；ZSX Primus II，株式会社リガク製）

による化学組成の測定，X線回折（XRD；

ULTIMA IV，株式会社リガク製）による生成相

の同定，走査型電子顕微鏡（SEM；JSM-6610LA，

日本電子株式会社製）による微細構造の観察を

行った。圧壊強度は硬度計（デジタル硬度計 
KHT-40N，株式会社藤原製作所製）を用いて測

定した。 
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2.2水中での溶解挙動 

徐放性肥料の放出速度の評価方法1,2)を参考

に，硬化体をプラスチック容器に設置した後，

全量が溶解する9)二倍量の蒸留水を注ぎ，23℃
の恒温室に静置した。24hごとに蒸留水を交換

し所定の時間後，硬化体を乾燥，秤量すること

で重量減少率を求めた。なお，硬化体はすべて

二水石膏と仮定して二倍量の蒸留水を算出し，

乾燥は二水石膏の脱水を考慮して60℃で24h行
った。 

 

3.結果と考察 
 

3.1ペレット形状硬化体の作製と評価 

原料のGBはリサイクル製品であるため，ま

ず基本性状を調べた。表1に化学組成を，図1に
XRDパターンを示す。表1より，CaOとSO3を合

わせて97.5mass%，次いでSiO2を1.1mass%，

Al2O3を0.5mass%含むことがわかった。CaOと

SO3それぞれを式量で割ると同程度のモル比に

な る 。 図 1 よ り ， 生 成 相 は 二 水 石 膏

（CaSO4·2H2O）及び半水石膏（CaSO4·0.5H2O）

と同定された。ただし，ピーク強度に着目する

と半水石膏は二水石膏よりも著しく小さく，含

有量は少ない。以上より，GBは少量の不純物が

混入しているがリサイクル製品としては高純

度な二水石膏であるといえる。 
 

表1  GBの化学組成（mass%） 

F Na2O MgO Al2O3 SiO2 P2O5 SO3 

0.2 0.0 0.2 0.5 1.1 0.0 53.9 

Cl K2O CaO TiO2 Fe2O3 SrO  

0.0 0.1 43.6 0.1 0.2 0.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1  GB の XRD パターン 

生成相 G：二水石膏，B：半水石膏 

GBとSSから作製した硬化体（図2）は圧壊強度

155Nであった。肥料散布機での使用には圧壊

強度10Nが必要であることから，使用初期の強

度は十分である。これまで，本技術はおもに調

湿タイルへの展開を目指しタイル形状硬化体

を作製してきた。しかし本研究により，適切な

成形機とSS添加量を選択することで肥料のペ

レット形状など他の用途の異なる形状も作製

できることが確認できた。 

 

図 2  作製した硬化体の外観 
 

なお，硬化体ではGB（図1）から半水石膏が

消失し二水石膏と同定された。非晶質のSSに加

え，硬化に伴う生成相は認められなかった。詳

細は3.3節で述べる。 

 

3.2水中での溶解挙動 

図3にGB粉末，GBとSSから作製した硬化体

（GB+SSペレット）及びGBと水道水から作製

したペレット（GB+水道水ペレット）に対する

水中での重量減少率の時間依存性を示す。GB
粉末が1日以内に溶解した一方，GB+SSペレッ

トは1日後に23%，3日後に52%，7日後に84%が

減少したことから徐放性が発現することがわ

かった。GB+水道水ペレットは1日後に28%，3
日後に70%が減少し，5日後には目視できなく

なったことから，徐放性はGBの圧粉だけでは

なくGBとSSの作用の影響も受けていると考え

られる。詳細は3.3節で述べる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図3  各種GB試料の水中での溶解挙動 

相は二水石膏（CaSO4·2H2O）及び半水石膏（CaSO4·0.5H2O）と

同定された。ただし，ピーク強度に着目すると半水石膏は二水

石膏よりも著しく小さく，含有量は少ない。以上より，GB は

少量の不純物が混入しているがリサイクル製品としては高純

度な二水石膏であるといえる。 
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GB と SS から作製した硬化体（図 2）は圧壊強度 155 N であ

った。肥料散布機での使用には圧壊強度 10 N が必要であるこ
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も作製できることが確認できた。 

 

 

 
 

なお，硬化体では GB（図 1）から半水石膏が消失し二水石膏

と同定された。非晶質の SS に加え，硬化に伴う生成相は認め

られなかった。詳細は 3.3 節で述べる。 
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図 3 に GB 粉末，GB と SS から作製した硬化体（GB+SS ペ

レット）及び GB と水道水から作製したペレット（GB+水道水

ペレット）に対する水中での重量減少率の時間依存性を示す。

GB 粉末が 1 日以内に溶解した一方，GB+SS ペレットは 1 日後

に 23%，3 日後に 52%，7 日後に 84%が減少したことから徐放

性が発現することがわかった。GB+水道水ペレットは 1 日後に

28%，3 日後に 70%が減少し，5 日後には目視できなくなったこ

とから，徐放性は GB の圧粉だけではなく GB と SS の作用の

影響も受けていると考えられる。詳細は 3.3 節で述べる。 
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本研究で開発を目指す徐放性肥料では溶出率が 80%を越え

る日数が性能の目安であり，30 日や 70 日，100 日などが主流

である。したがって，本技術で作製した硬化体には性能の向上

が必要である。 

 

33..33  硬硬化化・・溶溶解解機機構構のの解解明明 

硬化体の徐放性を向上させる材料設計を提案するためには，

硬化体に徐放性が発現した原因にもとづき，硬化・溶解機構を

解明することが有効と考えられる。そこで，3.2 節で得られた水

中で溶解する前後の硬化体を評価し，強度及び耐水性との相関

を調べた。 

水中で溶解する前後の硬化体について，図 4 に微細構造を図

5 に XRD パターンを示す。溶解前に着目すると，硬化体の微細

構造は大部分において二水石膏に特徴的な棒状粒子であり 9)，

生成相も二水石膏であった。次に溶解後に着目すると，わずか

に残存した硬化体の微細構造は nm 規模の微小な球状粒子であ

り，生成相は非晶質と石英であった。ここで，SS を乾燥して得

られた粉末（シリカゲル）が同様な微細構造と非晶質の XRD パ

ターンであったことから，溶解後はシリカゲルと少量の石英が

表表1  GBのの化化学学組組成成（（mass%）） 

図図1  GBののXRDパパタターーンン 
生成相 G：二水石膏，B：半水石膏 

図図2  作作製製ししたた硬硬化化体体のの外外観観 

図図3  各各種種GB試試料料のの水水中中ででのの溶溶解解挙挙動動 

GB＋水道水 ペレット 
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少量の不純物が混入しているがリサイクル製品としては高純

度な二水石膏であるといえる。 
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GB と SS から作製した硬化体（図 2）は圧壊強度 155 N であ

った。肥料散布機での使用には圧壊強度 10 N が必要であるこ

とから，使用初期の強度は十分である。これまで，本技術はお

もに調湿タイルへの展開を目指しタイル形状硬化体を作製し

てきた。しかし本研究により，適切な成形機と SS 添加量を選
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本研究で開発を目指す徐放性肥料では溶出

率が80%を越える日数が性能の目安であり，30
日や70日，100日などが主流である。したがっ

て，本技術で作製した硬化体には性能の向上が

必要である。 

 

3.3硬化・溶解機構の解明 

硬化体の徐放性を向上させる材料設計を提

案するためには，硬化体に徐放性が発現した原

因にもとづき，硬化・溶解機構を解明すること

が有効と考えられる。そこで，3.2節で得られた

水中で溶解する前後の硬化体を評価し，強度及

び耐水性との相関を調べた。 
水中で溶解する前後の硬化体について，図4

に微細構造を図5にXRDパターンを示す。溶解

前に着目すると，硬化体の微細構造は大部分に

おいて二水石膏に特徴的な棒状粒子であり9)，

生成相も二水石膏であった。次に溶解後に着目

すると，わずかに残存した硬化体の微細構造は

nm規模の微小な球状粒子であり，生成相は非

晶質と石英であった。ここで，SSを乾燥して得

られた粉末（シリカゲル）が同様な微細構造と

非晶質のXRDパターンであったことから，溶解

後はシリカゲルと少量の石英が残存している

と考えられる。溶解前のシリカゲルと石英につ

いて，XRDパターンにおいては二水石膏の結晶

性が高く非晶質のシリカゲルと少量の石英は

検出が難しくなっていると考えられ，また，微

細構造を精査すると微小な球状粒子も観察で

きる。したがって溶解前から存在し，溶解前の

硬化体は二水石膏とシリカゲル，少量の石英の

混合物であると推察した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 水中で溶解する前後の硬化体の微細構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 水中で溶解する前後の硬化体のXRDパターン 

生成相 G：二水石膏，Q：石英 

 

硬化については従来，二水石膏由来のカルシ

ウムイオンとシリカゾルが反応し，セメントの

主要硬化成分であるCSH（Calcium Silicate 
Hydrate；ケイ酸カルシウム水和物）ゲルを生

成すると考えられてきた6)。しかし，本技術で作

製した硬化体に対してCSHゲルのXRDピーク

が認められたことがないこと，硬化体の耐水性

が低いこと，カルシウムイオンとシリカゾルの

反応では硫酸イオンの収支が合わないことな

どが未解明であった。ここで，シリカゾルが，

溶解した二水石膏から二水石膏を結晶化する

速度と結晶形態に与える影響を調べた報告が

ある10)。それによると，シリカゾルは反応に寄

与せず，二水石膏の析出を促進する触媒の働き

をする。この報告にもとづき，これまで得られ

た結果を整理すると，図6に示す硬化・溶解機構

を説明することができる。すなわち， 
① 混合により二水石膏とシリカゾルが接触す

ることで二水石膏が溶解し，カルシウムイ

オンと硫酸イオンを生成する。 
② それらは，隣接する粒子との間で再び二水

石膏として析出し架橋することで材料全体

の強度を向上させる。 
③ シリカゾルは反応に寄与せず，二水石膏を

析出させた後は乾燥によりシリカゲルとな

る。その際，架橋部分に取り込まれ「骨格」

となる。 
④ 硬化体を水に浸漬した場合，全体は二水石

膏であるため23℃では水100mLにつき0.2 g
が溶解し9) 基本的には耐水性を示さない。

ただし，シリカゲルの「骨格」により7日間

残存していると考えられる。溶解前のシリカゲルと石英につい

て， XRD パターンにおいては二水石膏の結晶性が高く非晶質

のシリカゲルと少量の石英は検出が難しくなっていると考え

られ，また，微細構造を精査すると微小な球状粒子も観察でき

る。したがって溶解前から存在し，溶解前の硬化体は二水石膏

とシリカゲル，少量の石英の混合物であると推察した。 
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成すると考えられてきた 6)。しかし，本技術で作製した硬化体

に対して CSH ゲルの XRD ピークが認められたことがないこ

と，硬化体の耐水性が低いこと，カルシウムイオンとシリカゾ

ルの反応では硫酸イオンの収支が合わないことなどが未解明

であった。ここで，シリカゾルが，溶解した二水石膏から二水

石膏を結晶化する速度と結晶形態に与える影響を調べた報告

がある 10)。それによると，シリカゾルは反応に寄与せず，二水

石膏の析出を促進する触媒の働きをする。この報告にもとづ
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④ 硬化体を水に浸漬した場合，全体は二水石膏であるため

23℃では水 100 mL につき 0.2 g が溶解し 9) 基本的には耐

水性を示さない。ただし，シリカゲルの「骨格」により 7

日間は形状を維持する程度の耐水性が付与される。最終的

にシリカゲルが残存する。 

 

 

 
 

シリカゾルがシリカゲルとなり，「骨格」として機能するこ

とで若干の耐水性を示すカルシウムペレットを作製すること

ができた。しかし，このまま徐放性肥料として求められる長期

間を使用することは困難である。製品化するためには，やはり

樹脂被覆との複合などで硬化体が直接外部環境，特に水に接触

しないような材料設計が必要である。 

CaSO4②

SiO2 gel③

CaSO4

SiO2 sol Ca2+
SO4

2-①

SiO2 gel④

図図4  水水中中でで溶溶解解すするる前前後後のの硬硬化化体体のの微微細細構構造造 

図図5  水水中中でで溶溶解解すするる前前後後のの硬硬化化体体ののXRDパパタターーンン 
生成相 G：二水石膏，Q：石英 

図図6  非非焼焼成成硬硬化化技技術術のの硬硬化化・・溶溶解解機機構構 

溶解前  5 μm 

 1 μm 溶解後 
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がある 10)。それによると，シリカゾルは反応に寄与せず，二水
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乾燥によりシリカゲルとなる。その際，架橋部分に取り込

まれ「骨格」となる。 

④ 硬化体を水に浸漬した場合，全体は二水石膏であるため

23℃では水 100 mL につき 0.2 g が溶解し 9) 基本的には耐

水性を示さない。ただし，シリカゲルの「骨格」により 7

日間は形状を維持する程度の耐水性が付与される。最終的

にシリカゲルが残存する。 
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ができた。しかし，このまま徐放性肥料として求められる長期
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は形状を維持する程度の耐水性が付与され

る。最終的にシリカゲルが残存する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 非焼成硬化技術の硬化・溶解機構 

 

シリカゾルがシリカゲルとなり，「骨格」とし

て機能することで若干の耐水性を示すカルシ

ウムペレットを作製することができた。しかし，

このまま徐放性肥料として求められる長期間

を使用することは困難である。製品化するため

には，やはり樹脂被覆との複合などで硬化体が

直接外部環境，特に水に接触しないような材料

設計が必要である。 

一方，硬化・溶解機構の解明により，本技術

単独では目標とする徐放性を「制御できる」材

料の開発までは展開できないと考えられる。現

在，本技術と同様の非焼成で強度と耐水性に優

れた硬化体を作製する新たな技術を導入し，本

技術との複合に取り組んでいる。 

 

4.まとめ 

 

徐放性カルシウム肥料の開発を目的とし，

我々が長年開発に取り組んでいる非焼成硬化

技術にもとづく材料設計のための基礎研究を

行った。ペレット形状硬化体の作製と評価，水

中での溶解挙動の評価及び硬化・溶解機構の解

明を行った結果，以下のことがわかった。 
・二水石膏粉末に外割で 10mass%のシリカゾ

ルを混合した後，押出造粒でペレット形状硬化

体を作製できる。 
・室温で 72h 乾燥して得られた硬化体は圧壊強

度 155N であり，肥料としての強度は十分で

ある。 
・作製した硬化体は水中で溶解し 7 日間で 84%

の重量減少がある。二水石膏粉末よりは徐放

性を示すが，徐放性肥料としては性能の向上

が必要である。 
・本技術では，混合により二水石膏とシリカゾ

ルが接触することで二水石膏が溶解した後，

隣接する粒子との間で再び二水石膏として

析出し架橋することで硬化している。シリカ

ゾルは反応に寄与せず，乾燥によりシリカゲ

ルとなる際架橋部分に取り込まれ，若干の耐

水性を付与している。 
 

このまま徐放性肥料として求められる長期

間を使用することは困難であるため，新たな材

料設計が必要であり研究を継続している。 
 

参考文献 

1) 徐放技術と用途展開，東レリサーチセンター，

366PP.，(2002) 
2) 菅野均志・西尾隆：樹脂系被覆肥料による革新

的な施肥技術の開発と今後の展望，日本土壌肥

料学雑誌，Vol.86 No.1，pp.60-65，(2015) 
3) 辻孝三：農薬製剤はやわかり，化学工業日報社，

224PP.，(2006) 
4) 松中照夫：土壌学の基礎，農山漁村文化協会，

389PP.，(2007) 
5) 田村元・竹内晴信・田中文夫：ジャガイモそう

か病に対する土壌酸度調整資材の抑制効果と

残効性，北海道立農業試験場集報，Vol.73，
pp.57-61，(1997) 

6) 地方独立行政法人北海道立総合研究機構・株式 
会社加賀谷ブリック，調湿内装材の製造方法，

特許第 5070529号，2012-11-14 
7) 野村隆文・執行達弘・赤澤敏之他：道産多孔質

資源の利活用と高機能化製品の開発，北海道立

総合研究機構工業試験場成果発表会発表要旨

集，pp.30-32，(2013) 
8) 執行達弘・森武士・野村隆文：牡蠣殻へのロゴ

転写を可能にする養殖用基質の開発，北海道立

総合研究機構工業試験場成果発表会発表要旨

集，p.28，(2021) 
9) セメント・セッコウ・石灰ハンドブック，無機

マテリアル学会，750PP.，(1996) 
10)Fulin Wang・Thomas E.Davis・Volodymyr 

V.Tarabara：Crystallization of Calcium Su
lfate Dihydrate in the Presence of Colloid
al Silica，Ind.Eng. Chem.Res.，Vol.49 ，p
p.11344-11350，(2010) 

 

残存していると考えられる。溶解前のシリカゲルと石英につい

て， XRD パターンにおいては二水石膏の結晶性が高く非晶質

のシリカゲルと少量の石英は検出が難しくなっていると考え

られ，また，微細構造を精査すると微小な球状粒子も観察でき

る。したがって溶解前から存在し，溶解前の硬化体は二水石膏

とシリカゲル，少量の石英の混合物であると推察した。 

 

 

 

 
 

10 20 30

強
　
度

回折角度：2θ(deg.)

G

Q

G

G

G

G
G

GGG
溶解前

溶解後

 

 
 

硬化については従来，二水石膏由来のカルシウムイオンとシ

リカゾルが反応し，セメントの主要硬化成分である CSH

（Calcium Silicate Hydrate；ケイ酸カルシウム水和物）ゲルを生
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お 知 ら せ 

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

＜８～１０月の研修ご案内＞（カリキュラム詳細はホームページをご覧ください） 
№25 仕事を効率化する IT活用講座    ８月２８日（月）～２９日（火） 
№27 人事・労務管理の基本と実務（札幌開催）  ９月２０日（水）～２２日（金） 
№28 営業力を高める顧客ニーズのつかみ方   ９月２６日（火）～２８日（木） 
№29 組織風土づくりの考え方・進め方（札幌開催） １０月 ４日（水）～ ６日（金） 
№30 ブランディング実践講座    １０月１２日（木）～１３日（金） 
 

   

 

ポイント 

中小企業大学校旭川校８～９月開講研修のご案内 

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 北海道本部 中小 旭川 検索 

お気軽にお問合せ下さい 
電話 0166-65-1200  

旭川市緑が丘東 3条 2丁目 2-1 
 

中小企業大学校旭川校 

北海道を元気にするため中小企業の「ひとづくり」に貢献します。 

経営幹部、管理者 

32,000円（税込） 

ヒューマンエラーやポカミスが発生する要
因を理解し、その対策と生産性向上を両立す
る方法を学びます。また、実際に自社の課題
を抽出し、職場を改善するためのアクション
プランを作成します。 ８月２２日（火）～２４日（木） ３日間 

対象者 

受講料 

ポイント 

● ヒューマンエラーが会社に及ぼす大きな影響 
● 作業を改善して効率をあげながらポカミスを防ぐ 
● 自社のヒューマンエラー＆ポカミス対策の検討（演習） 
 

【研修のねらい】 

【研修のねらい】 
財務の観点から自社の現状を定量的に読み
取り、分析結果から自社の特徴・問題を発見
し、実際の現場の状況等と照らし合わせなが
ら、自己の業務において取り組むべき改善策
を検討します。 

経営幹部、管理者 
 

対象者 

受講料 

32,000円（税込） 

カリキュラム概要 

カリキュラム概要 
● 財務分析の基本的視点 
● 収益力の検証（P/Lからのアプローチ） 
● 資金繰りの検証（B/Sからのアプローチ） 
● 自社分析の実践（演習） 
 

◆財務諸表や財務数値を、実際の企業活動と
結びつけて学びます。 
◆財務諸表から自社の経営内容を客観的に把
握する手法（各種分析手法）を理解しま
す。 
◆財務諸表から自社の問題点を把握する方法
を学びます。 

８月２１日（月）～２３日（水） ３日間 
 

◆企業経営におけるリスクマネジメントの考
え方を理解します。 
◆BCPの策定手順と導入・運用のポイントを
学びます。 
◆自社のBCPの検討・立案に取り組みます。 

対象者 

受講料 
ポイント 

● リスクマネジメントとBCPの意義 
● BCP作成の進め方と導入のポイント 
● 自社のBCP作成（演習） 

経営者、経営幹部 

カリキュラム概要 

【研修のねらい】 
緊急事態時の判断基準や行動フローを定める
「事業継続計画（BCP）」の策定手順につい
て、事例や演習を交えて学びます。また、自
社のBCPの検討・立案に取り組みます。 

32,000円（税込） 

９月１２日（火）～１４日（木） ３日間 

◆組織全体でヒューマンエラー対策に取り組
む方法を学びます。 
◆ポカミスを防ぎながら、効率を上げる作業
の改善方法を学びます。 

◆自社のヒューマンエラー・ポカミス対策の
アクションプランを作成します。 

財務分析の進め方（財務中級編） 
決算書の分析から改善へのヒントをつかむ 

ヒューマンエラー・ポカミス対策講座 

不良・手直し、事故を未然に防ぐ仕組みづくり 

事業継続計画（BCP）の作り方 
（札幌キャンパス開催） 

 緊急事態でも揺るがない強い会社づくり 
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令和５年秋生産性向上人材育成支援センターが
企業の人材育成をサポートします！ 開催コース

能力開発セミナー（ハロートレーニング）
ポリテクセンター北海道及び北海道能開大では、「ものづくり（設計・開発、加工・組立

等））に必要な知識や技術を身に付けていただくための能力開発セミナーを実施しています。
また、研修内容や日程等はご相談により、個別企業等のご要望に応じてオーダメイドコースと
して実施もできます。

生産性向上支援訓練
あらゆる産業分野の生産性向上に効果的なカリキュラムにより、70歳までの就業機会の確保に
向けた中高年齢層の従業員の育成や、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に対応するた
めの人材育成など、中小企業等が生産性を向上させるために必要な知識・スキルを習得するため
の訓練です。 専門的知見を有する民間機関等に委託して実施しています。このほかにもコースを
ご用意していますので、詳細につきましてはホームページをご覧ください。

住所：札幌市西区二十四軒４条１丁目４番１号

■能力開発セミナーに関すること
訓練第二課：011-640-8823
■生産性向上支援訓練に関すること
生産性センター業務課：011-640-8828

住所：小樽市銭函３丁目１９０番地
電話：0134-62-3551

コース番号 日 程 訓 練 時 間 定員 受講料

１D119 ９月14日（木）、15日（金） ２日間／12時間 10名 10,000円

概 要 画像処理／信号処理設計の新たな品質及び製品の創造をめざして高付加価値化に向けたオープンソースを活用した画像処
理・認識プログラミング実習を通して、画像処理・認識技術について習得する。

会場：ポリテクセンター北海道実習で学ぶ画像処理・認識技術(PythonXOpenCV)

コース番号 日 程 訓 練 時 間 定員 受講料 申込期限

札20 9月22日（金） 1日間／6時間 30名 3,300円 8月16日（水）

概 要 製造業の業務の流れと各部門の役割について学び、製造業全体の基本的なしくみを理解するとともに、製造現場での仕事に
対する考え方、自身の立場や責任を理解し、業務改善の考え方を習得する。

会場：ポリテクセンター北海道ものづくりの仕事のしくみと生産性向上

コース番号 日 程 訓 練 時 間 定員 受講料 申込期限

札21 9月21日（木） 1日間／6時間 15名 3,300円 8月15日（火）

概 要 業務の自動化による生産性の向上を目指して、RPAの概要や導入手順、活用方法を理解する。

会場：ポリテクセンター北海道RPA活用

コース番号 日 程 訓 練 時 間 定員 受講料

2M031 ８月９日（水）、10日（木） 2日間／12時間 10名 7,500円

概 要
製品設計、３次元CAD関連の業務に従事する方、これから担当する方を対象として、３次元CAD上での製品設計、試作・
評価方法について学びます。製造業DXにおいて、3Dデータの活用は不可欠となっています。本セミナーを受講すること
で、製品開発期間の短縮、生産性向上といった効果が期待できます。

3次元CADを活用したアセンブリ技術（SolidWorks編）

コース番号 日 程 訓 練 時 間 定員 受講料

2D091 9月19日（火）、20日（水） ２日間／12時間 10名 11,000円

概 要
産業用ロボットの導入・活用を考えている方を対象として、産業用多関節ロボットを活用し、生産性の向上、効率化、安
全性向上を目指し、ロボットの制御技術を学びます。（北海道能開大ではR3から教育機関では道内最大級の産業用ロボッ
トのラボを導入し、生産ロボットシステムコースを開設、ロボットSIerの育成を行っています。）

会場：北海道職業能力開発大学校産業用ロボット活用技術

会場：北海道職業能力開発大学校

NNeeww
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事 務 局 日 誌 

 
2023年４月～６月分 

 

（役員会・委員会・部会等） 
 

役員会・委員会・部会等 開催日 場     所 概         要 

表面処理部会 

機械製缶部会 

検査部会  

鉄骨部会 

電機電子部会 

自動車関連部会 

総務委員会 

検査部会  

第1回正副会長会議 

第1回理事会 

サッシ部会 

表面処理部会 

鉄骨部会 

第２回正副会長会議 

第２回理事会 

鉄骨部会 

検査部会  

検査部会  

機械製缶部会 

電機電子部会 

４月11日 

４月24日 

４月25日～28日 

４月26日 

４月26日 

４月27日 

５月10日 

５月12日 

５月16日 

５月16日 

５月19日 

５月19日 

５月19日 

５月30日 

５月30日 

６月５日～６日 

６月６日 

６月13日～22日 

６月26日 

６月28日 

ホテルヤマチ 

ANAクラウンプラザホテル 

溶接協会 

センチュリーロイヤルホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

センチュリーロイヤルホテル 

センチュリーロイヤルホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

東急REIホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

センチュリーロイヤルホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

ANAクラウンプラザホテル 

北農健保会館 

東京 

溶接協会 

ANAクラウンプラザホテル 

センチュリーロイヤルホテル 

第１回役員会 

総会 

第１回技術講習会 

第１回役員会 

総会・懇親会 

総会・懇親会 

 

総会・懇親会 

 

 

総会・懇親会 

総会・懇親会 

第２回役員会・総会・懇親会 

 

 

建築鉄骨製品検査技術者学科講習会 

日本非破壊検査協会70周年記念式典 

技術講習会｢事前トレーニング｣ 

第１回役員会 

情報交換会（道経産局） 

 

 

 

（会 議・行催事業等） 
 

会 議 ･ 行 催 事 業 等 開催日 場   所 主 催 者 概    要 

全国事務局長会議 

第1回ビジネスEXPO実行委員会 

苫小牧支部総会 

帯広支部総会 

室蘭支部総会 

空知支部総会 

函館支部総会 

札幌支部役員会 

４月７日 

４月13日 

４月19日 

４月24日 

５月10日 

５月12日 

５月13日 

５月16日 

鉄構会館（東京） 

ノーステック財団 

グランドホテルニュー王子 

ホテルグランテラス帯広 

アパホテル室蘭 

ホテルサンプラザ 

富茂登 

ANAクラウンプラザホテル 

全構協 

ノーステック財団 

苫小牧支部 

帯広支部 

室蘭支部 

空知支部 

函館支部 

札幌支部 

 

 

通常総会 

通常総会 

通常総会 

通常総会 

通常総会 
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会 議 ･ 行 催 事 業 等 開催日 場   所 主 催 者 概    要 

旭川支部総会 

石狩新港機械金属工業協同組合 

通常総会・懇親会 

釧路支部 

QCサークル全国大会 

札幌鉄工団地協同組合総会 

第1回北海道中小企業総合支援 

センター理事会 

2023年度北海道機械工業会 

定時総会・講演会・交流懇親会 

札幌支部総会 

2023年度北海道機械工業会ゴルフ会 

北見支部 

中小企業団体中央会 通常総会 

北海道食品産業協議会定時総会 

第2回北海道中小企業総合支援 

センター理事会 

北海道貿易物産振興会総会 

小樽支部総会 

５月17日 

５月18日 

 

５月19日 

５月25日 

５月26日 

５月26日 

 

５月30日 

 

５月30日 

５月31日 

６月２日 

６月８日 

６月15日 

６月19日 

 

６月22日 

６月29日 

旭川市工業技術センター 

京王プラザホテル 

 

釧路センチュリーキャッスルホテル 

東札幌コンベンションセンター 

札幌グランドホテル 

ネストホテル札幌 

 

ANAクラウンプラザホテル 

 

ANAクラウンプラザホテル 

札幌エルムカントリー 

北見市工技センター 

ガーデンパレス 

かでる２・７ 

ネストホテル札幌 

 

京王プラザホテル 

ニュー三幸 

旭川支部 

石狩機械金属組合 

 

釧路支部 

日科技連 

札幌鉄工団地組合 

北海道中小企業 

総合支援センター 

 

 

札幌支部 

 

北見支部 

中小企業団体中央会 

北海道食品産業協議会 

北海道中小企業 

総合支援センター 

北海道貿易物産振興会 

小樽支部 

通常総会 

 

 

通常総会 

第6450回全国大会 

 

 

 

 

 

通常総会 

 

通常総会 

 

 

 

 

 

通常総会 

 

 

 

（異業種交流関係行事） 
 

異 業 種 交 流 関 係 行 事 開催日 場     所 概       要 

ＴＣプラザ２１ 

ＴＣプラザ２１ 

５月30日 

６月26日～28日 

ＡＮＡクラウンプラザホテル 

胆振・十勝方面 

総会 

視察旅行会 

 

 

  



－35－ (一社)北海道機械工業会会報 2023・８月号 

あ と が き 
 

暑い日が続きます。今年の夏は北海道でも連日最高気温30度以上の真夏日が多

く、当会事務所近くのビアガーデンでは連日賑わいを見せています。 

もちろん、地球温暖化は全世界で取り組むべき課題で、日々の生活においても熱

中症対策は必須ですが、一年の半分以上暖房を使用しなければならない北海道に

おいて、暑さも前向きに捉えて、短い夏を過ごしたいと個人的には思います。 

（記 Ｋ.Ｕ） 
 
 

 

 

◎北海道機械工業会 ホームページアドレス 
 

http://h-kogyokai.or.jp 
 

◎北海道機械工業会 フェイスブックアドレス 
 

https://www.facebook.com/HokkaidoKogyokai/ 
 
◎北海道機械工業会 Ｅメールアドレス一覧 
 

アドレス 使用者及び担当業務 

n-yasuda@h-kogyokai.or.jp 安田専務（統括） 

t-saito@h-kogyokai.or.jp 齊藤参与 

t-morinaga@h-kogyokai.or.jp 森永事務局長（統括、総務委員会） 

k-ueda@h-kogyokai.or.jp 上田（機械製缶部会、電機電子部会、サッシ部会、自動車関連部会、受注拡大対策委員会、各支部、会報誌） 

h-nakai@h-kogyokai.or.jp 中井（自動車関連部会、検査部会、表面処理部会、TCプラザ、交流推進委員会） 

y-osada@h-kogyokai.or.jp 長田 

m-suzuki@h-kogyokai.or.jp 鈴木（経理） 

mail16@h-kogyokai.or.jp 寺本（鉄骨部会） 

hmma@h-kogyokai.or.jp 代表アドレス 

k-magazine@h-kogyokai.or.jp メールマガジン専用アドレス 

 
◎北海道機械工業会 企業間連携推進室 
 

アドレス 使用者及び担当業務 

k-iida@h-kogyokai.or.jp 飯田（企業間連携マネージャー） 
 

(一社)北海道機械工業会 

会     報 
2023 VOL.49 No.3(265号) 

発行日 令和５年８月 

発行所  (一社)北海道機械工業会 

〒060-0001 札幌市中央区北1条西7丁目3-2 北一条大和田ビル4階 

電 話 011-221-3375 

ＦＡＸ 011-251-4387  
編集者  (一社)北海道機械工業会事務局 

印刷 ㈱千修アイテム 
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代表取締役

池 田 隆 久

株式会社 池田熱処理工業

本　社　
〒007-０8２３
札幌市東区東雁来 3 条 1 丁目 1-２７
ＴＥＬ（011)７８１-５５５５　ＦＡＸ（０11)７８１-００３４
ｈｔｔｐ://www.ikenetu.com
E-mail:taka-ikeda@ikenetu.com

関山　真教

技術とアイデアで貢献する

代表取締役

Sekiyama Masanori

産業機械設計製作　３Ｄターニングマシン

トル皮ネード（自動皮むき器）

建設業許可：

機械器具設置工事　鋼構造物工事

とび・土木工事

〒079-8453

旭川市永山北３条７丁目１番地の 11
TEL：0166-48-7261　FAX：0166-48-7263
URL：http：//www.asahikawakikai.com
E-mail:m.sekiyama＠asahikawakikai.com
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東
区
元
浅
草
三－

十
三－

十
四

本

　
社

旭
川
事
業
所

〒
078－

8271
旭
川
市
工
業
団
地
一－

二－

三－

三
三

電

　話

　（
〇
一
六
六
）
三
六－

一
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

(

〇
一
六
六
）
三
六－

四
八
五
六

小 笠 原　　司
〒０６０-０００３
札幌市中央区北３条西３丁目１番地

大同生命札幌ビル３階
ＴＥＬ 011-212-2881   
ＦＡＸ 011-212-2891
Ｅ‐ｍａｉｌ： ogasawara-tuk＠ａｗｉ.ｃｏ．ｊｐ

地球の恵みを、社会の望みに。

― 理想のシステム開発Simple is Best

九州営業所
〒880-0045 宮崎市大字大瀬町 90 番地 2

本社 工場

TEL 0166-36-4501     FAX 0166-36-4502
〒078 8273- 旭川市工業団地

・

3 条 2 丁 目 2 番 2 7 号

代表取締役

M i c h i h i k o S a s a k i
佐々木佐々木 通彦通彦

感震器連動
停止信号一斉伝送 Unit

ＬｏCom　Net

村 上 由 彦

大 

槻 

光 

明
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伏 見 好 史
代表取締役社長

佐藤　泰祐

URL： ｈｔｔｐｓ： //omote-i.co.jp　　

本　　社
旭川市永山北３条７丁目２番地
TEL (０１６６)４８-６８５８
FAX (０１６６)４８-0667

札幌支店
札幌市白石区東札幌５条４丁目７-１７
TEL (０１1)８23-5057
FAX (０１1)８24-0631

明るい未来を創る会社

本工場
〒061-3241
石狩市新港西 3丁目 751番地 9
TEL 0133-73-8121　FAX 0133-73-8123

第一工場
〒061-3241
石狩市新港西 3丁目 748番地 6
http://www.kitagawagumi.co.jp

代表取締役社長

北 川　 稔
代表取締役専務

北 川　 亮

河　合　武　洋

TEL 011－241－1

011－241－1937

共立プレス工業株式会社

代表取締役

西 脇 　 　 　 翌
NISHIWAKI ＡＫＩＲＡ

札幌市西区発寒１７条１４丁目 2 ‐ 25

         　

札幌市西区 八軒１０条西１２丁目１ ‐２４第二工場

電話代表

F A X

本社･工場

電  話
F A X

0 1 1 - 6 6 3 - 5 1 8 2

0 1 1 - 6 6 3 - 5 1 8 3

0 1 1 - 6 8 8 - 5 7 3 7

0 1 1 - 6 8 8 - 5 7 3 8

info@kyoritu-press.co.jp

http://kyoritu-press.co.jp/

■代表 E-mail

■URL
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出 来 孝 幸

京浜精密工業株式会社

駒 場　　徹 郎

取締役社長

北海道工場

〒068-0111

北海道岩見沢市栗沢町由良２番４

ＴＥＬ ： 0126-４５-4433

FAX ： 0126-45-2301

〒061-３２４３
石狩市新港東2丁目2番地13
TEL.0133-77-5655
FAX.0133-77-5656

国土交通大臣認定
（M グレード） 工場

代表取締役社長

残間　巌
Iwao　Zanma 羽 刕     洋

釧路製作所

TEL(代表)
FAX　　　     

(0154)22-7135
(0154)22-9680

鈴 

木

　俊
一
郎

五嶋金属工業株式会社

鋼構造物製作 (ステンレス ・ スチール)/
レーザー・プレス加工一式/
アウトドアギア製作

代表取締役

五  島  　了

〒050-0083
室蘭市東町３丁目３１－４
TEL (０１４３) ４５ - ８４５５ 
FAX (０１４３) ４５ - ２５９５

旭
川
市
工
業
団
地
二
条
二
丁
目
一
番
十
号

大
和
田  

昌
宏

代表取締役

尾　　上　　精　　治

工場
〒００３-０８６９

札幌市白石区川下 770 番 31
TEL (011) 871-2930
FAX (011) 871-2931
E-mail : info@kyowasteel.jp

代表取締役

嶋 村 清 隆

〒063-0833
札幌市西区発寒１３条１２丁目２番１５号

６６１　３３９３
６６３　７３１８

TEL (011)
FAX (011)

-
-

E-mail : shimamura@sapporo-ep.co.jp
URL : http://sapporo-ep.co.jp/
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代表取締役

株式会社三五北海道

松井 知幸
まつ  い と も ゆ き

TEL︓0144-51-5135
北海道苫⼩牧市真砂町 41 番地２
〒059-1373

Ｅ-mail:kadono＠sanko-steel.co.jp
URL ： http://www.sanko-steel.co.jp

福 

田 

　薫

ふ

く

　

　

　
だ

か

お

る

北風　  真所　長

kitakaze@kk-jasco.co.jp

CIWA種認定事業者

代表取締役

山 崎 三 朗

石狩市新港東 2 丁目 4-8　〒061-3243

TEL　0133-62-5611 ・ FAX　0133-62-5612

E-mail : yamazaki@showa33.com

携帯 090-1527-4301
島 貫 法 幸

本社

〒０６１ ‐ ３２４１

石狩市新港西２丁目７８８番７号

ＴＥＬ： ０１３３(７５)６６００　　ＦＡＸ： ０１３３(７５)６６11
URL ： https://www.synthemec.co.jp

Eiji　　Matsumoto

自動省力化装置の製作 /
精密機械部品の受託加工

[営業品目]

株
式
会
社

　新

　保

　商

　店

代
表
取
締
役

新

保

富

啓

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
四
四
）
八
四

－

三
二
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
四
四
）
八
四

－

三
二
五
八

 059
1302
北
海
道
苫
小
牧
市
拓
勇
西
町
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　

        

二-

五

佐 藤 公 哉

本社・工場
〒050－0083
室蘭市東町３丁目１番５号
t e l （０１４３） 44－５１９５
fax （０１４３） ４３－５１９５
URL　https://daiichi-kinzoku.jp

伊 藤 和 弘
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〇
三―

五
二
五
六―

二
三
二
三

〇
三―

五
二
五
六―

二
三
二
二

〇
一
一―

七
八
二―

三
八
八
三

〇
一
一―

七
八
二―

三
八
九
二

〇
一
一―

七
八
二―

三
八
五
〇

二―

六
〇

二―

三―

九

氏

家

利

道

E
-m

a
ila

d
d
re

ss/m
ich

i@
cn

p
n
e
t.co

.jp

代表取締役

尾　上　精　治

本社 ・ 工場

〒003-0871

札幌市白石区米里 1 条 3 丁目 6 番 8 号

TEL(011)871-0666　FAX(011)871-0519

E-mail：info@takafujinet.jp

HP：株式会社タカフジ　検索

ＴＦＢ-M21　4440

東
京
都
中
央
区
月
島
四- 

十
六

　

-

　十三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

    

福

　谷

　光

　将

支

店

長

株
式
会
社

永

澤

機

械

代
表
取
締
役

永 
 

澤

　
　
　優

Masatsugu　Koshiishi
輿 石 将 次

　【本　　　　　　社】
帯広市公園東町３丁目１番地１３　

０１５５-６６-５７７５
０１５５-２６-０００５

TEL
FAX

　【幸福本工場】
帯広市幸福町東６線１６５番地１５

０１５５-６4-５６６６
０１５５-64-５６６５

TEL
FAX

（Ｈグレード）
国土交通大臣認定工場
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特
定
建
設
業

特
定
機
械
器
具
設
置
業

株
式
会
社 

蓮
井
鉄
工
所

代
表
取
締
役
社
長

　蓮

　井

　博

　文

　　　　　　　〒
〇
九
二-

〇
〇
六
八

本

　　社

　網
走
群
美
幌
町
三
橋
町
二
丁
目
十
三
番
地

　　　　　　　電

　話(

〇
一
五
二)

　　　　　七
三-

二
七
九
四
番

　　　　　　　ＦＡ
Ｘ (

〇
一
五
二

)

　　七
三

-

二
三
九
七
番

　　　　　　　〒
〇
八
二-

〇
〇
〇
五

出
張
所

　河
西
群
芽
室
町
東
芽
室
基
線
二
十
六
番
地

　　　　　　　電

　話(

〇
一
五
五

)

六
二

-

〇
一
三
二
番

(

代)

日鉄テックスエンジ株式会社

坂元  武士
執行役員室蘭支店長

総合エンジニアリング企業として優れた

技術・サービスの提供を通じて、社会の

発展に貢献します

〒 室蘭市仲町　　番地12

FAX (0143)45-1383

(0143)44-1020TEL

https://www.tex.nipponsteel.com/

０５０  ００８７-

日
本
鍍
金
工
業
株
式
会
社

　
　
　札
幌
市
西
区
発
寒
十
三
条
十
三
丁
目
二
番
一
号

      

電

　話
（
〇
一
一
）
六
六
一－

二
三
六
八

      

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
〇
一
一
）
六
六
五－

六
〇
〇
六

 
 
 
 
 
E
-
m
a
i
l
:
i
n
f
o
@
n
i
h
o
n
m
e
k
k
i
.
c
o
.
j
p

 
 
 
 
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
h
o
n
m
e
k
k
i
.
c
o
.
j
p
/

〒
０６３

０８３３

本 

社

-

代
表
取
締
役

社

長

藤

岡

義

尚

日
本
産
業
規
格
表
示
認
証
取
得
工
場

https://www.nstec.nipponsteel.com

ISO/IEC１７０２５
認定試験所

Tesｔing
RTL00020

鈴  木     豊

TEL
FAX

0143(４７)2346
0143(４７)2231

代表取締役

社 　 　 　 長 篠 原 光 範

室蘭市仲町１２番地

フジメック事業部
TEL(0143)44-3915

苫小牧営業所
TEL(0144)56-2760

www.ftc.nipponsteel.com

鋼材検査・精整、二次加工処理

および設備保全、機械部品の製作

TEL
FAX

(0143)47-8226
(0143)47-8232

有限会社

馬場機械製作所

代表取締役社長

馬 場 義 充
〒050-0074
室蘭市中島町４丁目 17 番 9 号
TEL (0143)45-4535
FAX (0143)45-4124
E-mail:yosimitu@apricot.ocn.ne.jp
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向

　井

　
　
　潔

辻　村　真太朗
代表取締役

本社　

国土交通大臣認定工場

ＭグレードＴＦＢＭ

ＡＷ検定資格者在籍工場

120611

〒088-0569
北海道白糠郡白糠町工業団地   丁目   番地２
TEL(01547)5-2101FAX(01547)5-3308
E-mail:hokkai-koumu＠room.ocn.ne.jp

４ ２

取締役社長

谷　川　年　啓

株式会社 北 央 技 研

高 田 紳 吾
代表取締役

〒050-0063
室蘭市港北町1丁目3番15号

TEL 0143-58-1122
FAX 0143-55-5822

URL http:// hokuogiken.co.jp
E-Mail:office@hokuogiken.co.jp

髙　田　知　明

honsya@hoku-k.co.jp

株式会社船本工業

代表取締役社長

船  本  雅  彦

本　  社  〠068-2135
三笠市弥生橘町 72 番地 13
TEL (01267)6-8011
FAX (01267)6-8050　
芦別工場               〠075-0161
芦別市西芦別町 81 番地
TEL (0124)25-5643
FAX (0124)24-3145　
Ｅ-mail funamoto@basil.ocn.ne.jp
 URL https://www.funamoto.co.jp/

株
式
会
社 

北
海
道
ア
マ
ダ

山

口   

　　敦

代
表
取
締
役
社
長

〒
〇
六
五-

〇
〇
一
五

札
幌
市
東
区
北
十
五
条
東
十
八-

一-

二
一

                

電

　話 

〇
一
一-

七
八
一-

七
一
三
一

造

田

弘

幸
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直販営業本部
北海道統括営業部
部長

吉　武　達　也

株式会社 安川メカトレック
〒060-0033　
札幌市中央区北３条東８丁目３５２番地
Tel 011-231-2105  Fax 011-251-0524
携帯　090-4418-2147
Tatsuya.Yoshitake@yaskawa.co.jp
www.ym-c.co.jp

YASKAWA

代表取締役社長

藤　　瀬　　秀　　昭

本　　社
室蘭市仲町12番地
TEL 0143-44-5002
苫小牧営業所
苫小牧市字沼ノ端2番地45号
TEL 0144-53-8480

Jingami GroupJingami Group since
1909

代表取締役

吉　　峰　　健　　一

事務所 ・工場

旭川市東旭川町上兵村１４２番地

(0166)36－１８65
(0166)36－１８96TEL

FAX
E-mail : yoshimine@ec7.technowave.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長

村

　瀬

　
　
　充

杉　本　浩　司

k.sugimoto@meitoku.co.jpE-mail

http://w
w

w
.m

eiw
acorp.co.jp

川

﨑

博

K
A
W
A
S
A
K
I 　　　　　　　　　H

IR
O
S
H
I

　ISO14001 認証取得

（本社 ・ 工場）

阿 部 哲 也
Asano Ikuko

https://pixy-recep.com/ info@pixy-recep.com 

〒０６０-００６１
札幌市中央区南1条西4丁目13番地 日之出ビル6階
TEL　011-231-3112　　FAX　011-271-5557
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■所在地 札幌市中央区南1条西4丁目日本旅行ビル4階
■電話番号 011-208-0170
■FAX番号 011-208-0174
■ホームページ http://www.nta.co.jp

(株)日本旅行北海道札幌支店

私たちは、企業理念である「社業を通して、地域社

会への貢献を実現する」ためにＣＳＲ基本方針を制

定し、 「自然遺産をはじめとする地球環境の保護に努

め、持続的発展が可能な社会の実現に貢献します」

を定め、社会貢献活動を推進しています。

被災地支援、環境に配慮した旅行プログラムの推進、

自治体や行政等と連携した地域活性化事業などの社

会貢献・環境保護活動を実施しています ｡

    
旅は夢を育みます。

観光庁長官登録旅行業第 64 号・日本旅行業協会正会員

　　　　　　 北海道事業部

〒060-0001 札幌市中央区北 1 条西 6 丁目　アーバンネット札幌ビル 8 階
TEL （011） 271-7028    FAX （011） 222-5101

旅とは心の中の「夢を育む」もの。

職場旅行、視察旅行、報奨旅行・・・。

思い出を彩る有意義な旅行のために、

ＪＴＢがお手伝いいたします。

札幌法人旅行支店 担当者 佐藤二也

Email.  f.sato692@kntct.com
TEL 011-251-0011  FAX 011-251-3630

https://www.knt.co.jp ネット予約でお得な宿泊プランもあります。

視察旅行、研修旅行、社員旅行、趣味の旅行などなど... 団体旅行については
弊社担当営業までご相談下さい。 お見積り、手配等いたします。

札幌団体旅行支店

078－8211
丁目４８９番地１７

プレアデス第 1 ビル２階

85－7952
85－7953

札 幌 本 部
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札幌市西区発寒 10条 11丁目 2番 14号

総務部　電話 011-662-1891　ＦＡＸ 011-662-9399

営業部　鉄構グループ、土木製品グループ

　　　　電話 011-667-6911　ＦＡＸ 011-688-5691

石狩工場　石狩市新港西 3丁目 747番地 7

　　　　電話 0133-73-0840　ＦＡＸ 0133-73-0965

発寒工場　札幌市西区発寒 15条 12丁目 4番 1号

営業部　溶断グループ

　　　　電話 011-661-5711　ＦＡＸ 011-661-5730
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IEMHいすゞエンジン製造北海道株式会社
苫小牧市柏原 1番地4 TEL 0144-55-1221 

専務取締役

口　貴　弘
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代表取締役　  表 　 実

本　社　旭川市永山北３条７丁目２番地
ＴＥＬ (０１66)48－6858　　　　　　　　　     
ＦＡＸ (０１66)48－0667　　　　　　   

札幌支店　札幌市白石区東札幌５条４丁目７－１７
ＴＥＬ   (０１1)823－5057
ＦＡＸ   (０１1)824－0631
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：ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｔｏ-ｃｏ.ｃｏｍ/Ｕ Ｒ Ｌ

株式会社  カネトミ北勝興業
〒047-0261　小樽市銭函3丁目521番10号
TEL（0134）61－3311　FAX（0134）61－3355
ＨＰ https://kanetomi.co.jp

現場溶接 橋　　梁
耐震補強

建築構造物
耐 震 補 強

超音波探傷技術者
溶接技能者40名

1級土木施工管理技士
溶接管理技術者 特別級・1級・2級14名

建設業許可等
国土交通省のMグレード認定工場 大臣認定番号：TFBMー225174

北海道知事許可（般－２） 後　第01998号
（鋼構造物、土木、とび・土工、舗装、塗装工事業）　
労働者派遣事業許可証（派 01－301227）（厚生労働大臣許可）

鉄骨柱現場溶接工事

現場AW

札 幌 溶 接 協 会 加 盟

現場溶接工事、鉄骨等の工場製作、あらゆる場面で優れた
技術力・対応力を発揮して「ユーザーの皆様から高い信頼」を
いただけるよう努めております。

建築構造物（鉄骨・鋼管杭・耐震補強等）

橋梁・その他（鋼床版・ほか各種橋梁・水管橋・耐震補強）
全自動サブマージアーク溶接機
多目的ガスシールド自動溶接装置（ピコマックス）
半自動溶接資格 SA-3H.V.O.P　 アーク溶接資格 A-3H.V.O.P
ステンレス鋼溶接資格 TN-F.P、MA-F.V.H

AW検定 工事現場溶接　　AW検定 鋼管溶接

鉄　　骨
工場製作
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笑顔が見たい！ 技術と誠意で応えつづける、ものづくりの国策機工！！

代表取締役　　内田　善朗

本　　　　　　社　苫小牧市字勇払１４９番地 (代表) ＴＥＬ (０１４４) ５６－０３２１　ＦＡＸ  (０１４４) ５６－０５８３
　機械事業部／工務部　ＴＥＬ (0144) 56－0322　　／設計部　ＴＥＬ (0144) 56－2337
設備部・営業部 ＴＥＬ (0144) 56－2087

旭川事業部 旭川市パルプ町505番地の1  　　　　　ＴＥＬ (０１66) 24－1044 ＦＡＸ  (０１66) 24－3207

産業機械から上下水道・建築設備まで設計・製作・施工 トータルでお応えする
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http://www.takehara-iron.jp

鋼板部門･製缶部門･開発部門
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＜事業内容＞  
●鋼板の精密切断加工及びシャー切断加工●鉄鋼素材及び二次加工品の売買 
■NC プラズマ 200A･400A 切断機各 1 基･NC ガス切断機 4 基･ナビゲーションシステム･端末 NC ターミナル装置･円形切断システム基本設

備を備えた工場｢ロスナイ･ファクトリー･システム｣は少量多品種生産と短納期を実現しました。 

6Kw  F･レーザ1基、4 Kwレーザ4基(SUS対応)、400Aプラズマ1基(P400A)、200Aプラズマ切断機(200A)他、NCガス等道内一の溶断設備、塗膜剥離
機等、先端のCAD・CAMシステム､デジタル受注により一貫した生産体制の実現で高精度・高品質の製品を提供しています。 

■NC ガントリー高速ドリル機 2 台による「大型プレート」の孔明→マーキング→NC 印字専用機→切断まで一貫体制を確立。新規に CNC

ドリルマシンを導入しました。 
■恵庭工場 送材式開先加工機設置によるＢＨ材の製作・溶接Ｈ形鋼製作工場 認定ＡＡ 

 

ロロススナナイイ･･フファァククトトリリーー･･シシスステテムム((特特許許第第 33995544881177 号号)) 

今回の原稿（会報「明日を拓く」２０２３年 夏季号） 

  本本  社社  〒〒006622--00004422  札札幌幌市市豊豊平平区区福福住住２２条条１１丁丁目目４４番番１１号号  

                                      TTEELL  001111--885511--99228855  //  FFAAXX  001111--885511--88337788  

      事事業業所所    恵恵庭庭工工場場    釧釧路路工工場場  
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小　　市新光５丁目９番６号

(52)2135 ㈹

(54)9511
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お申込み

激変する自動車産業
‐ 今後の展開と対応 ‐

1964年4月 日産自動車㈱ 入社
1990年1月 スペイン日産モートルイベリカ社長
1993年12月 ㈱ツーカーセルラー東海常務取締役
1999年11月 日産自動車㈱顧問

専門分野：自動車産業全般
（CASE等産業動向、海外情勢、軽量化技術）
自動車関係、自動車部品を中心に中小企業支援実績多数

認定特定非営利活動法人
経営支援NPOクラブ 

関 口  清 氏
認定特定非営利活動法人
経営支援NPOクラブ 元副理事長

経済産業省 令和５年度
カーボンニュートラルに向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（地域支援拠点運営事業）

本事業は、経済産業省令和５年度「カーボンニュートラルに向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業（地域支援拠点運営事業）」 の

一環として実施します。

主あ催 ： 北海道経済産業局 ・ (一社)北海道機械工業会
問合せ ： (一社)北海道機械工業会 事務局 担当：飯田、栗林、鈴木

(一社)北海道機械工業会は、北海道地域を支援拠点とする
「北海道次世代自動車相談センター」を設置し、自動車の電動化
により影響を受ける中堅・中小自動車部品サプライヤーへの支援
事業を行っています。支援事業の一環として「電動化市場参入促
進セミナー」を全４回のシリーズで開催いたします。

第２回目となる今回のセミナーでは 「激変する自動車産業」を
テーマに、経営支援NPOクラブ 関口様からお話を伺います。
自動車産業の今後の動向を解説いただき、EV化・軽量化等が部品
メーカ－に与える影響や、今後進むべき方向・取るべき戦略を考
察します。
今後のビジネスの方向性や技術開発の参考となる貴重な機会です。
是非ご参加ください！

FAX・E-mail・WEBフォームより
お申し込みください
◆ 申込締切  9月15日(金) ◆ 

２０２３年

木９月２１日
参加料無料

１５：００  ▶ ▶ １７：００

定 員

会 場
北農健保会館 3F  芭蕉
（札幌市中央区北４条西７丁目）

第２回
電動化市場参入促進セミナー

北海道次世代自動車相談センターでは、北海道内に立地する中小自動車部品サプライヤー様からの相談を承っております。
本セミナー終了後、当センターのコーディネーターによる 「個別相談会」 を実施します。カーボンニュートラルや電動化への対応に関して
悩みを抱えている企業様、お気軽にご相談ください。相談を希望される場合は、セミナー当日スタッフまでお声掛けください。
なお、相談は随時受け付けております。詳細はセンターHP（下記URL）にてご確認ください。

※オンラインでの受講の場合、後日参加URLをご案内します

会   場
オンライン

▶  ２０ 名
▶  ５０ 名 （Microsoft teams）

TEL : 011-222-9591 FAX : 011-251-4387

HP： http://h-kogyokai.or.jp/jidousya/home.html

酸洗前

酸洗後

中和処理装置（8m³/日）

株式会社 新興工業 
本　　社 〒063-0834　札幌市西区発寒14条3丁目1番1号 
 TEL.011-664-5001　FAX.011-665-5002
石狩工場 〒061-3244　石狩市新港南1丁目28-69 

（第一工場） TEL.0133-64-5001　FAX.0133-64-5002
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電制コムテックの高照度光照射装置「ルーチェグラス」（写真上）と新製品の非接触式油センサー「エスリオ」


